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八
月
十
二
日（
土
）、整
備
さ
れ
た

ば
か
り
の「
く
ま
や
ま
水
辺
の
楽
校
」

を
会
場
に
赤
磐
市
花
火
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
午
後
六
時
開
会
。
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、地
元
の
グ
ル
ー
プ
七
組
に
よ

る
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、会
場
内
に
は
所
狭
し
と
焼
き

そ
ば
、わ
た
が
し
な
ど
の
屋
台
が
軒

を
並
べ
、家
族
連
れ
や
子
ど
も
た
ち

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
午
後
八
時
、吉
井
川
の
上
空
に
夏

の
夜
空
を
彩
る
迫
力
満
点
の
花
火

が
二
千
発
打
ち
上
げ
ら
れ
、会
場
の

盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
な
り
、約

二
万
人
の
来
場
者
は
夏
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
み
ま
し
た
。 



3 広報あかいわ（平成18年9月号） 

▲四ツ葉の会の威勢よい傘踊り 

▲すずらん会の優雅な民舞 

▲祭りにはカラフルな浴衣がよく似合う 

▲童鬼連の迫力ある踊り 

▲ステージ発表を楽しむ 

t
約
八
十
の
露
店
は
ど
こ
も
大
に
ぎ
わ
い 

▲夏休みやお盆で帰省した家族連れらが来場 
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防
災
無
線
、
広
報
車
な
ど
が

「
○
×
△
が
起
き
ま
し
た
。
○

○
地
区
の
人
は
早
急
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
」
と
知
ら
せ
た
ら

…
。 

　
そ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
は
、

ど
こ
に
行
け
ば
よ
い
か
知
っ
て

い
ま
す
か
。 

　
市
長
の
判
断
に
よ
り
、
市
職

員
・
警
察
官
・
消
防
職
員
・
消

防
団
員
か
ら
の
指
示
が
あ
っ
た

ら
、
隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
い

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
指
示
が

な
く
て
も
危
険
と
感
じ
ら
れ
た

ら
自
主
的
に
避
難
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
避
難
場
所
は
当
然
知
っ
て
お

く
べ
き
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
と
き
で
も
落
ち
着

い
て
避
難
場
所
に
た
ど
り
着
け

る
よ
う
、
自
宅
か
ら
避
難
場
所

ま
で
の
安
全
な
ル
ー
ト
も
調
べ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
自
主
避
難 

　
住
民
が
自
主
的
に
安
全
な
場

所
に
避
難
す
る
こ
と
で
す
。 

 

■
避
難
勧
告 

　
危
険
区
域
の
住
民
に
、
避
難

を
進
め
る
こ
と
で
す
。
拘
束
力

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
全
の
た

め
、
速
や
か
な
避
難
行
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

■
避
難
指
示 

　
「
勧
告
」
よ
り
拘
束
力
が
強

く
、
危
険
が
目
前
に
切
迫
し
て

い
る
場
合
に
発
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
意
味
合
い
は
、
事
実
上
「
避

難
命
令
」
と
等
し
く
住
民
は
速

や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
台
風
は
直
撃

し
な
く
て
も
近
く
を
通
れ
ば
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

こ
の
数
年
、
市
内
で
大
き
な
被
害
は
起
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
予
測
し
な
い
大
雨
・
風
雨
・
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と

き
、
自
分
や
家
族
を
守
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の

備
え
が
大
切
で
す
。
市
民
一
人
一
人
が
『
防
災
力
』
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

▲日本赤十字社の指導を受け災害時に役立つ「炊き出し」を体験する子どもたち（８月２日・赤坂公民館） 

避
難
場
所
ま
で
の 

安
全
な
ル
ー
ト 
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■
非
常
持
出
品
を
チ
ェ
ッ
ク 

　
非
常
持
出
品
は
、
避
難
す
る

と
き
に
持
ち
出
す
最
小
限
の
必

需
品
で
す
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と

用
意
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

あ
ま
り
重
い
と
避
難
に
支
障
が

出
て
し
ま
う
の
で
、
必
要
最
低

限
の
も
の
を
ま
と
め
て
お
く
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

 

■
集
合
場
所
や
連
絡
方
法 

　
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
。
発
生
時
に
必
ず
し

も
家
族
が
一
緒
に
い
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
離
れ
離
れ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
き
の
こ
と
を
想

定
し
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
の
集

合
場
所
や
連
絡
方
法
を
決
め
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

■
応
急
手
当
て 

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

と
き
は
、
け
が
人
が
出
て
も
、

公
的
救
急
機
関
が
す
ぐ
に
駆
け

つ
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
応

急
手
当
て
の
知
識
で
す
。
万
が

一
の
場
合
に
す
ぐ
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
出
血
を
と
も
な
う
け

が
や
や
け
ど
、
骨
折
な
ど
の
応

急
手
当
て
の
基
礎
知
識
は
も
っ

て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

¡旧可真小学校講堂（可真上1739）  
¡熊山老人憩の家（可真上1729-1） 
¡豊田小学校（松木569） 
¡熊山英国庭園（殿谷170-1） 
¡磐梨中学校（沢原149） 
¡熊山格技場（沢原356-1） 
¡熊山公民館（松木623） 
¡いわなし幼稚園（沢原357） 
¡桜が丘幼稚園（桜が丘東6-6-692） 
¡桜が丘小学校（桜が丘東6-6-693） 
¡磐梨小学校（沢原55-1） 
¡桜が丘いきいき交流センター 
　　　　　　　（桜が丘東5-5-391） 
¡くまやまふれあいセンター（松木621-1） 
¡各地区コミュニティハウス・集会所 

¡吉井中学校（周匝161） 
¡城南小学校（黒本129） 
¡吉井会館（周匝136） 
¡佐伯北保育園（塩木6-1） 
¡竜天天文台（中勢実2978-3） 
¡仁美小学校（仁堀中888） 
¡仁美農村振興センター 
　（仁堀中1684-1） 
¡布都美林間学校（小鎌1868-1） 
¡布都美研修センター（広戸415） 
¡各地区コミュニティハウス・集会所 

吉井地域 

¡高月公民館（穂崎848-1）  
¡山陽児童館（和田12-2） 
¡高月幼稚園（馬屋558-2） 
¡鳥中やまびこ教室（尾谷882） 
¡山陽体育館（下市325-1） 
¡高陽幼稚園（高屋434） 
¡山陽小学校（上市123） 
¡高陽中学校（上市51） 
¡中央公民館（下市337） 
¡山陽ふれあい公園（正崎1368） 
¡西山幼稚園（西中229） 
¡西山公民館（西中220-1） 
¡山陽公民館（山陽1-10） 
¡若草幼稚園（山陽4-11） 
¡山陽西小学校（山陽3-1） 
¡ひかり幼稚園（桜が丘西3-30） 
¡山陽北幼稚園（桜が丘西9-13-1） 
¡山陽東小学校（桜が丘西3-30） 
¡山陽北小学校（桜が丘西8-23） 
¡桜が丘中学校（桜が丘西5-12） 
¡桜が丘野球場（桜が丘西9-27） 
¡桜が丘運動場（桜が丘西9-27） 
¡山陽グラウンド（下市325-1） 
¡西山グラウンド（西中215） 
¡各地区コミュニティハウス・集会所 

山陽地域 

¡赤坂健康管理センター 
　　　　　　　（町苅田514） 
¡石相小学校（町苅田64） 
¡石相保育園（町苅田27） 
¡赤坂中学校（町苅田425-1） 
¡赤坂公民館（町苅田507） 
¡軽部保育園（今井117） 
¡軽部小学校（今井100）       
¡笹岡保育園（坂辺99）        
¡笹岡小学校（惣分7）         
¡笹岡公民館（坂辺9）  
¡各地区コミュニティハウス・集会所 

赤坂地域 

熊山地域 

避 難 場 所 
※避難場所は全ての災害に対して安全
　ではありません。災害に応じた場所を
　選びましょう。 

吉井支所 
1０８６-９５４-１１１１ 

赤坂支所 
1０８６-９５７-２２２２ 

市役所本庁 
1０８６-９５５-１１１１ 

熊山支所 
1０８６９９-５-１２１１ 
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nformation

　
市
内
各
中
学
校
で
は
二
年
生
を
対
象

に
、働
く
こ
と
の
尊
さ
や
厳
し
さ
を
実
感

し
、社
会
の
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
た
り
、主

体
的
に
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
た

り
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
、職
場
体
験

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
も
市
内
多
数
の
事
業
所
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、次
の
日
程

で
各
校
三
日
間
の
活
動
を
行
い
ま
す
。
 

 ¡
桜
が
丘
中
学
校
、赤
坂
中
学
校
 

　
九
月
六
日（
水
）〜
八
日（
金
） 

¡
高
陽
中
学
校
、磐
梨
中
学
校
 

　
九
月
十
三
日（
水
）〜
十
五
日（
金
） 

¡
吉
井
中
学
校
 

　
十
一
月
十
五
日（
水
）〜
十
七
日（
金
） 

 　
約
四
百
三
十
人
の
生
徒
た
ち
が
、各
事

業
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
、汗
を
流

し
ま
す
。「
地
域
の
子
ど
も
は
、地
域
で
育

て
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
、一
生
懸
命
働

く
中
学
生
に
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、こ
の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、生
徒
た
ち
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
い
ま
す
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
生
徒
一
人
一

人
が
た
く
ま
し
く
成
長
で
き
ま
す
よ
う

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 ▲昨年度の活動の様子▲ 

『
巡
回
市
長
対
話
室
』 

　
市
政
や
地
域
の
発
展
に
関
心
を
持
つ

対
象
地
域
の
団
体（
十
人
〜
五
十
人
）と

市
長
が
テ
ー
マ
を
決
め
対
話
。
第
二
回
を

熊
山
地
域
で
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
対
象
地
域
】
熊
山
地
域 

【
開
催
日
時
】 

　
十
一
月
二
十
一
日（
火
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

【
場
　
所
】 

　
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

 『
市
長
室
で 

　
　
い
き
い
き
ト
ー
キ
ン
グ
』 

　
市
長
と
市
民
が
市
政
に
つ
い
て
話
す
機

会
を
設
け
ま
す
。
対
象
は
市
内
在
勤
・
在

住
者
で
個
人
、も
し
く
は
小
グ
ル
ー
プ（
五

人
以
内
）で
す
。
大
ま
か
な
内
容
を
事
前

に
お
聞
き
し
、場
合
に
よ
っ
て
は
関
係
部

署
の
職
員
が
対
話
に
同
席
し
ま
す
。 

【
開
催
日
時
】 

　
十
一
月
七
日（
火
） 

　
午
後
五
時
か
ら 

【
場
　
所
】 

　
本
庁
二
階
　
市
長
室 

※
一
回
に
つ
き
四
人（
グ
ル
ー
プ
）ま
で 

※
対
話
時
間（
二
十
分
間
） 

　
q
午
後
五
時
〜
五
時
二
十
分
w
午
後

五
時
三
十
分
〜
五
時
五
十
分
e
午
後
六

時
〜
六
時
二
十
分
r
午
後
六
時
三
十
分

分
〜
六
時
五
十
分 

 【
申
込
期
間
】 

　
い
ず
れ
も
九
月
十
一
日（
月
）〜
十
月

　
十
日（
火
） 

　
希
望
者（
団
体
）は
本
庁
企
画
課
、支

所
管
理
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。 

※
内
容
は
市
政
に
関
す
る
こ
と
に
限
定

　
し
ま
す
。 

※
希
望
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
。

　
抽
選
結
果
は
開
催
日
の
一
週
間
前
ま

　
で
に
連
絡
し
ま
す
。 

 【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
本
庁
企
画
課
公
聴
広
報
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）２
６
９
２ 
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障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、家

庭･

地
域
や
職
場･
学
校
な
ど
で
と
も
に

日
常
生
活
を
送
り
、と
も
に
幸
福
な
人

生
を
目
指
し
て
暮
ら
す
社
会
が
、本
当

は
当
た
り
前
の
社
会
だ
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。こ
の
考
え
方
は
「
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
、今
日
の
福

祉
政
策
、ま
た
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く

り
・
社
会
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
も
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。 

　
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁（
バ
リ
ア
）が
あ
り
、

バ
リ
ア
に
は
、目
に
見
え
や
す
い
も
の
と

見
え
に
く
い
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
見
え
や
す
い
バ
リ
ア
と
し
て
は
、車
い

す
利
用
者
な
ど
の
社
会
参
加
を
阻
む
道

路
の
段
差
、駅
や
建
物
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

不
備
、わ
か
り
に
く
い
案
内
表
示
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
バ
リ
ア
を
な
く
す
こ
と
「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
は
、障
害
者
だ
け
で
な
く

子
ど
も
や
高
齢
者
に
も
生
活
し
や
す
い

環
境
を
実
現
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
近
年
で
は
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促

進
す
る
法
律
や
政
策
も
進
め
ら
れ
、ま
た
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
や

も
の
づ
く
り
を
図
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
」へ
の
取
り
組
み
も
活
発
化
し
て
い

ま
す
。 

　
逆
に
見
え
に
く
い
バ
リ
ア
と
し
て
は
、

点
字
案
内
な
ど
の
不
足
、身
体
障
害
者

補
助
犬（
盲
導
犬
、介
助
犬
、聴
導
犬
）へ

の
理
解
不
足
、パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
要
約
筆

記
や
手
話
通
訳
の
普
及
不
足
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
、社
会
環
境
の
整
備
が
待
た
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、障
害
者
な
ど
に
対
す
る

偏
見
や
世
間
体
を
気
に
す
る
国
民
の
意

識
が
バ
リ
ア
に
な
っ
て
、さ
ら
に
、要
介
護

者
、知
的
障
害
者
、精
神
障
害
者
は
、暴

行･

虐
待
・
性
的
い
た
ず
ら
・
預
金
の
搾
取
、

不
要
な
契
約
へ
の
勧
誘
な
ど
、人
権
侵
害

の
被
害
者
に
な
り
や
す
い
こ
と
も
あ
げ

ら
れ
ま
す
。 

　
最
近
は
、法
律
や
制
度
上
で
の
障
害

者
の
雇
用
や
社
会
生
活
の
利
便
性
を
目

指
し
た
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、

障
害
者
に
対
す
る
無
理
解
・
無
関
心
か

ら
起
こ
る
偏
見
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

は
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
問
題
の
解
決
に
は
、一
人
一

人
が
障
害
者
の
人
権
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
一
番
の
近
道
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

人 

権 

コ 

ラ 

ム 

6
 

全国生涯学習フェスティバルって何？ 

学習活動や学習成果発表の場を全国的な規模で提
供し、生涯学習への意欲を高め、生涯学習活動への
参加を促進するイベントです。２００７年（平成１９年）
は、岡山県が開催地です。 

もっと詳しく知りたいのですが… 

ここへアクセスしてみてください。赤磐市のホーム
ページからもリンクしています。 
http://www.pref.okayama.jp/kyoiku/syogai/
manabipia/index.html

どこであるの？ 

桃太郎アリーナを中心にした岡山県総合グラウンド
です。赤磐市は、市町村主催事業として、市内各地で、
これまで取り組んできた生涯学習の成果を県内外
に情報発信していくイベントを計画しています。 

いつあるの？ 

平成１９年１１月２日（金）～６日（火）の５日間です。 

■相談・問い合わせ先 

　教育委員会社会教育課 

　1０８６-９５５-０７８３ 

　6０８６-９５５-６０６０ 

　E-mail : syakaikyoiku@city.akaiwa.lg.jp 
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★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

 

◇日　　　時 
 
 
 
 
◆場　　　所 
 
 
◇対　　　象 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　講座を通して、ペットの素晴らしさ・ペットとの正しい付き
合い方、飼い主としての社会性やマナーを学んでみませんか。 
 

¡10月2日（月） 
　講義「ペットの病気について」他 
¡16日（月）・23日（月）・30日（月） 
　実技（3回とも） 
各回とも13：30～16：00 
¡中央公民館（10月2日のみ） 
¡西山公民館前グラウンド（10月16日、
　23日、30日） 
飼い主と生後6カ月以上4歳未満の犬
20組（10月2日の講義のみ80人まで参
加できます。） 
¡講義を受講した人 
¡暴走、飛びつきなどを防止できるなど
　飼い犬をコントロールできること 
¡犬の登録、狂犬病予防注射、混合ワク
　チン接種済みで健康で攻撃的でない
　こと 
¡雌犬の場合は発情していないこと 
無　料 
9月4日（月）～9月29日（金） 
中央公民館 1086-955-0069 
※講義のみの参加ができます。 
　共催：岡山県動物愛護センター 
　後援：7岡山県動物愛護財団 

◇日　　　時 
◆講　　　師 
 
◇対　　　象 
◆参加費・申し込み 
◇会場・問い合わせ先 

　おもしろい昔話を聞いてみませんか。 

10月14日（土） 10：00～11：30 
テレビ・新聞でおなじみの民話のおじさん 
立石　憲利さん（日本民話の会運営委員） 
子どもから一般 
不　要 
高月公民館 1086-229-9777

◇日　　　時 
◆講　　　師 
◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　簡単でおいしいケーキが作れるよ。家族を驚かせてみよ
う。 

10月22日（日） 10：00～13：00  
橋本　聰子さん 
小学5年生以上～一般 
16人 
500円 
9月4日（月）～9月29日（金） 
西山公民館 1086-955-0777

◇日　　　時 
◆対　　　象 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　お皿やお茶碗、はし置きなどいろいろ作ってみよう。 

9月30日（土）14：00～16：00  
小学3年生～中学生 
20人 
500円 
9月4日（月）～9月27日（水） 
熊山公民館 108699-5-1360

◇日　　　時 
◆場　　　所 
◇定　　　員 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆問い合わせ先 

　自然大好き人間集まれ。赤磐市に生息する身近な動物（水
の中の生き物）について観察してみよう。 

9月23日（土） 9：00～12：00（雨天中止）  
吉井川 － 熊山橋東詰 
30人 
無　料 
9月4日（月）～9月15日（金） 
熊山公民館 108699-5-1360

◇日　　　時 
◆講　　　師 
◇内　　　容 
◆対　　　象 
◇参加費・申し込み 
◆会場・問い合わせ先 

　お友だちといっしょに、みんなで来てね。 

10月21日（土） 10：00～11：30  
読み聞かせの会「ぐりとぐら」 
パネルシアター、紙芝居、絵本、工作など 
幼児～小学校低学年 
不　要 
高月公民館 1086-229-9777
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★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

●中 央 公 民 館 ま つ り 

●赤坂公民館まつり（まなびの駅） 

●熊山公民館まつり（秋の文化祭） 

●吉 井 公 民 館 ま つ り 

●西 山 公 民 館 ま つ り 

●山 陽 公 民 館 ま つ り 

１１月２５日（土）、２６日（日） 

１１月１８日（土）、１９日（日） 

１１月１１日（土）、１２日（日） 

１０月２８日（土）、２９日（日） 

平成１９年３月１８日（日） 

平成１９年３月４日（日） 

日　時 

出　演 

場　所 

入場料 

◆チケットのお買い求めは（９月１１日～ 発売） 
　中央公民館・赤坂公民館・熊山公民館・吉井公民館・桜が丘いきいき交流センター　 
◆問 い 合 わ せ 先　中央公民館（1０８６-９５５-００６９） 
　会場問い合わせ先　赤坂公民館（1０８６-９５７-２２１１） 

●チャイコフスキー「ナポリの踊り」　●ヘンデル「組曲」より　●モーツアルト：カイル編曲「ロマンツァ」 

●ヴェルディ「アダージョ」　●アンダーソン「トランペット吹きの子守唄」 

●成田為三 他「日本の唄メドレー」　●バーンスタイン「ウエストサイドストーリー」より 

●プッチーニ「トゥーランドット」誰も寝てはならぬ　●ボーリング「ラグポルカ」 

　このコンサートは、赤磐市音楽文化の振興にあたり、多くの市民の皆さん
が気軽に、ふだんの暮らしの中で音楽を楽しみ、人 と々感動を分かち合える
音楽学習の場として開催します。 
（赤坂公民館で行っていた「なかよしコンサート」を、合併に伴い赤磐市音楽
祭として、発展的に開催するものです。） 

日本を代表するトランペット奏者 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

くましろ おさむ 

や ま さ き し　の 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、
祝日、月末整理日ほか 
（詳しくは、下のカレンダー
をご覧ください） 

※1人10冊まで2週間借りられます。はじめて借りる時は、利用者カード発行のため免許
　証・保険証など氏名・住所を確認できるものをお持ちください。 

※赤磐市内の図書館で借りた本は市内どこの図書館でも返却できます。 
 　（他館で借りたものは返却ポストには入れないでください。） 

★えほん読み聞かせ会 
【日　時】9月16日（土）　14：00～ 
【場　所】赤坂公民館　調理室 
　かんたんクッキング！ 
　たのしい絵本も読むよ♪ 
 
 

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

9月の図書館カレンダー 

　市内４カ所の図書館を１つのシステムに統合するため、９月１日から約２カ月にわたり赤坂・吉
井図書館の資料のバーコード張替え作業を行います。返却が遅れている資料をおもちでした
ら至急お返しください。作業中ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をよろしくお願いします。 
　また統合作業に伴い、下記のとおり休館となる予定です。 

　●赤坂・熊山・吉井図書館…11月26日（日）～30日（木） → 3館統合 
　●全館（中央・赤坂・熊山・吉井）…3月18日（日）～31日（土） → 全館統合 
　※詳しくは図書館カレンダーでお知らせします。 
 
 
　◆今 ま で は…市内４館それぞれでカードが必要。４館別々に図書などの情報を管理。 

　◆統合すると…1枚のカードで市内の図書館どこでも利用できます。 
　　　　　　　　４館の情報を一緒に管理。４館の資料を一度に調べることができます。 

★おはなしのおへや 
【日　時】9月1日（金）・9日（土）・15日（金） 
　　　　15：30～16：00 
　たのしい絵本や紙しばいの読み聞かせです。
　ぜひご参加くださいね！ 
 
★新しく入ったDVDのご案内 
　¡ハウルの動く城 
　¡未来少年コナン1～7

★おはなし会 
【日　時】第2土曜日　14：00～ 
　たのしい絵本をたくさん読みます！ 
　みんな来てね。 
 
★おすすめの本 
●「そらまめくんのぼくのいちにち」 
　なかや みわ／作・絵（小学館） 
　雲のようにふわふわで、わたのようにやわ
らかい、たからもののベッドで今日も気持ち
よく目がさめたそらまめくん。顔をあらって
あさつゆを飲んだら、今日はなにをして過ご
そうかな？ 
 
●「第九の日」瀬名 秀明／著（光文社） 
　憧れと驚き、そして歓び－。いま「物語」の
力が世界を救う！クイーンの「第八の日」を
模して創られた表題作のほか、ポー、ウエル
ズへのオマージュ2編に、書下ろし短編を付
した新世紀の恋愛科学小説。 
 

火 水 月 金 土 木 日 
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システム統合って何？ 



 私
は
泉
の
よ
う
に
湧
い
て
い
る
 

朝
も
夕
べ
も
。
 

け
れ
ど
も
誰
も
み
つ
け
な
い
 

そ
の
苔
や
落
葉
の
中
を
。
 

 何
の
た
め
に
鳴
る
と
も
知
れ
ず
 

し
か
し
私
の
噴
き
出
る
の
は
 

地
下
の
う
つ
く
し
い
大
き
な
流
れ
の
た
め
だ
。
 

ど
ん
な
地
図
に
も
の
ら
な
い
で
、 

ま
っ
く
ら
な
ひ
と
り
の
世
界
で
。
 

 い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
溶
か
し
な
が
ら
 

い
つ
も
渝
ら
ぬ
清
さ
と
温
度
で
 

あ
あ
あ
あ
私
は
深
い
地
層
を
ゆ
く
。
 

も
し
や
た
ま
た
ま
わ
が
泉
を
汲
む
人
が
あ
れ
ば
 

私
の
詩
は
そ
の
人
の
血
に
ま
じ
る
だ
ろ
う
。
 

私
の
響
は
そ
の
人
の
胸
の
底
で
再
び
鳴
り
 

そ
の
人
は
地
下
の
流
れ
を
信
ず
る
だ
ろ
う
。
 

そ
の
人
は
思
う
だ
ろ
う
見
た
事
の
な
い
地
下
の
流
れ
を
。
 

私
は
誰
に
も
逢
わ
な
い
。
 

何
年
も
又
何
十
年
も
 

私
は
人
の
た
め
に
湧
い
て
い
る
の
で
も
な
い
。
 

し
か
し
私
自
身
の
た
め
に
の
み
湧
い
て
い
る
の
で
も
な
い
。
 

何
か
が
私
を
唄
わ
す
。
 

朝
の
よ
う
に
夕
の
よ
う
に
 

古
く
て
又
新
ら
し
い
歌
を
。
 

け
れ
ど
も
人
を
呼
ぶ
の
は
歌
の
運
命
な
の
だ
。
 

た
く
さ
ん
の
む
な
し
い
浪
費
の
あ
と
で
 

忘
れ
が
た
く
生
甲
斐
の
あ
る
調
べ
を
 

や
が
て
人
々
の
胸
に
私
は
贈
る
だ
ろ
う
。
 

 

（『
美
し
い
国
』
一
九
四
八
年
二
月
　
炉
書
房
） 
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人 hito

【永瀬清子の詩を読むo】 

私
の
名
前
に
　

―
終
詩
―
 

　
詩
「
私
の
名
前
に
」
は
、

永
瀬
清
子
の
人
と
作
品
を
伝

え
る
格
好
の
詩
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

　
な
ぜ
な
ら
ば
、
永
瀬
清
子

が
自
ら
の
名
前
を
詩
に
読
み

込
み
、
自
身
の
詩
が
歌
声
の

よ
う
に
人
々
の
胸
に
響
き
、

そ
の
後
た
ど
る
運
命
を
自
ら

予
見
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

内
容
を
も
つ
か
ら
で
す
。
切

実
に
生
命
に
寄
り
添
う
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
永
瀬
清
子

の
詩
は
、
い
つ
も
新
し
く
み

ず
み
ず
し
い
歌
声
の
よ
う
で
す
。 

　
こ
の
胸
に
鳴
り
響
く
歌
声

に
耳
を
傾
け
て
い
る
と
、
そ

の
歌
に
声
を
合
わ
せ
始
め
て

い
る
人
々
が
あ
る
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
す
。 

　
赤
坂
い
き
い
き
女
性
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
は
、
赤
坂
公
民
館
主

催
講
座
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
も
と

に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
赤

磐
市
誕
生
を
機
に
昨
年
か
ら

永
瀬
清
子
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

　
そ
の
成
果
は
、
ま
ず
昨
年

の
赤
坂
公
民
館
ま
つ
り
で
発

表
さ
れ
ま
し
た
。 

　
詩
「
諸
国
の
天
女
」
に
描

か
れ
る
の
は
、
伝
説
に
残
ら

な
い
市
井
の
女
性
た
ち
で
す
。

そ
こ
で
仮
に
自
分
た
ち
が
天

女
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ

う
な
天
女
な
の
か
を
想
像
し
、

身
近
な
布
を
使
い
作
成
し
た
「
諸

国
の
天
女
」
の
布
絵
を
背
景
に
、

詩
「
諸
国
の
天
女
」
を
朗
読

し
た
の
で
す
。 

　
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

今
年
二
月
に
開
催
し
た
第
十

回
朗
読
会
で
も
、
こ
の
布
絵

を
背
景
に
詩
「
諸
国
の
天
女
」

を
朗
読
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
赤
坂
い
き
い
き
女
性

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
始
め
と
し
、

今
年
二
月
に
開
催
し
た
朗
読

会
「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
」

に
出
演
い
た
だ
い
た
市
民
出

演
者
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
調

べ
を
も
つ
永
瀬
清
子
へ
の
歌

声
が
お
こ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

赤
磐
市
か
ら
発
せ
ら
れ
る
こ

れ
ら
の
歌
声
が
、
こ
れ
か
ら

多
く
の
人
々
の
胸
に
響
き
わ

た
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。 

　
朗
読
会
「
永
瀬
清
子
の
詩

の
世
界
」
は
、
こ
う
し
た
歌

声
を
も
つ
市
民
出
演
者
の
力

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。 

（
社
会
教
育
課
 
白
根
直
子
） 

 〈参
考
文
献
〉「
泉
」（『
年
刊
詩
集
』

一
九
四
七
年
一
月
　
炉
書
房
）
他
 

 

か
わ
 

ひ
び
き
 

　
平
成
十
九
年
二
月
十
八
日（
日
）

開
催
の
朗
読
会
で
永
瀬
清
子
の

詩
を
朗
読
し
て
く
だ
さ
る
人
、永

瀬
清
子
作
詩
の
合
唱
曲
を
合
唱

し
て
く
だ
さ
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
永
瀬
清
子
の
詩
が

好
き
な
人
、朗
読
や
合
唱
に
興
味

を
お
も
ち
の
人
な
ど
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、朗
読
出
演
者
は
赤
磐
市

在
住
ま
た
は
在
勤
者
に
限
り
ま
す
。

合
唱
グ
ル
ー
プ
は
、市
立
公
民
館

の
登
録
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
赤
磐
市

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

登
録
グ
ル
ー
プ
に
限
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
期
限
は
九
月

二
十
九
日（
金
）ま
で
で
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室 

　
「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
」
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

▲市民出演者 
　赤坂いきいき女性ゼミナール 
　（平成18年2月第10回朗読会より） 



   

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の

　
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

■
平
成
十
八
年
度
全
国
高
等
学
校 

　
総
合
体
育
大
会（
大
阪
府
） 

【
柔
道
個
人
一
〇
〇
o
超
級
】 

◇
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
等
学
校
三
年
生 

　
蘆
谷
誠
治（
桜
が
丘
西
７
丁
目
） 

        【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】 

◇
倉
敷
翠
松
高
等
学
校
三
年
生 

　
中
塚
雅
恵（
立
川
） 

        

■
世
界
少
年
野
球
大
会 

　（
大
阪
ド
ー
ム
他
） 

◇
磐
梨
中
学
校
三
年
生 

　
東
岡
山
ク
ラ
ブ
所
属 

　
末
藤
友
也（
野
間
） 

         
■
第
二
十
二
回
若
葉
カ
ッ
プ
全
国 

　
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

　
ク
ラ
ブ
対
抗
団
体
戦（
京
都
府
） 

◇
山
陽
北
小
学
校
六
年
生 

　
岡
c
梨
紗（
桜
が
丘
西
10
丁
目
） 

        

■
第
七
回
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ 

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会（
千
葉
県
） 

◇
山
陽
小
学
校
四
年
生 

　
中
永
大
輝（
五
日
市
） 

       

■
全
日
本
少
年
硬
式
野
球
連
盟 

　
第
十
四
回
全
日
本
選
手
権
大
会 

　（
淡
路
佐
野
運
動
公
園
野
球
場
） 

◇
赤
磐
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

                   

開
催
日
　
七
月
二
日（
日
） 

開
催
場
所
　
高
陽
中
学
校 

参
加
者
　
約
百
人（
小
学
生
） 

◇
団
体
戦 

¡
優
　
勝
　
磐
梨
武
道
館
Ａ 

¡
準
優
勝
　
山
陽
柔
道
教
室
Ａ 

◇
個
人
戦 

【
新
人
の
部
】 

¡
優
　
勝
　
永
野
滉
貴（
山
陽
・
一
年
） 

¡
準
優
勝
　
鈴
木
美
夕（
山
陽
西
・
一
年
） 

【
女
子
一
・
二
・
三
年
の
部
】 

¡
第
三
位
　
日
笠
優
希
実（
豊
田
・
三
年
） 

【
女
子
四
・
五
・
六
年
の
部
】 

¡
優
　
勝
　
澤
田
知
佳（
山
陽
北
・
五
年
） 

¡
準
優
勝
　
吉
田
弥
子（
桜
が
丘
・
六
年
） 

¡
第
三
位
　
横
谷
愛
美（
磐
梨
・
六
年
） 

【
男
女
混
合
一
・
二
年
の
部
】 

¡
優
　
勝
　
西
本
大
将（
山
陽
・
二
年
） 

¡
準
優
勝
　
山
本
千
聡（
山
陽
北
・
二
年
） 

【
男
女
混
合
三
・
四
年
の
部
】 

¡
優
　
勝
　
光
山
幸
扶（
桜
が
丘
・
四
年
） 

¡
準
優
勝
　
石
原
将
稀（
磐
梨
・
三
年
） 

¡
第
三
位
　
石
原
悠
平（
山
陽
西
・
四
年
） 

【
男
女
混
合
五
・
六
年
の
部
】 

¡
第
三
位
　
中
原
海
斗（
山
陽
・
六
年
） 

     

開
催
日 

　
六
月
六
日（
火
） 

開
催
場
所 

　
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド 

参
加
チ
ー
ム
　
市
内
十
三
チ
ー
ム 

¡
優
　
勝
　
赤
坂 

¡
準
優
勝
　
岩
田
Ａ 

¡
第
三
位
　
ピ
オ
ー
ネ 

 

開
催
日 

　
七
月
十
四
日（
金
） 

開
催
場
所 

　
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド 

参
加
チ
ー
ム
　
市
内
十
三
チ
ー
ム 

¡
優
　
勝
　
コ
ス
モ
ス 

¡
準
優
勝
　
桜
が
丘
東 

¡
第
三
位
　
千
躰 

   

開
催
日
　
七
月
二
十
二
日（
日
） 

開
催
場
所 

™
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 

™
山
陽
北
小
学
校 

参
加
チ
ー
ム
　
二
十
四（
市
内
六
、市

　
外
十
八
）チ
ー
ム 

【
Ａ
ク
ラ
ス
】 

¡
準
優
勝
　
城
南
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

　
ツ
少
年
団 

【
Ｂ
ク
ラ
ス
】 

¡
準
優
勝
　
桜
が
丘
ジ
ュニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
ク
ラ
ブ 

【
Ｃ
ク
ラ
ス
】 

¡
第
三
位
　
あ
か
い
わ
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ

　〈
男
子
〉 

 

※
大
会
結
果
に
つ
い
て
は
第
三
位
ま
で

　
の
市
内
関
係
分
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

  

12広報あかいわ（平成18年9月号） 

謹
ん
で
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。 

﹇
八
月
号
﹈ 

¡
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会 

　
仙
波
大
輔
さ
ん 

　〈
誤
〉
岡
山
東
商
業
高
校
三
年
生 

　〈
正
〉
岡
山
商
科
大
学
三
年
生 

¡
卓
球
大
会
Ｂ
ク
ラ
ス 

　〈
誤
〉
第
三
位
　
岩
本
　
諒
さ
ん 

　〈
正
〉
第
三
位
　
谷
本
　
諒
さ
ん 

¡
テ
ニ
ス
大
会
Ｂ
ク
ラ
ス 

　〈
誤
〉
第
三
位
　
宮
尾
佳
子
さ
ん 

　〈
正
〉
第
三
位
　
宮
尾
桂
子
さ
ん 
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低下する子どもの運動能力 

シリーズ!7

　
文
部
科
学
省
が
行
っ
て
い
る
「
体
力
・
運
動
能
力

調
査
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
六
十
年
ご
ろ
か
ら
子
ど
も

の
運
動
能
力
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
走
る
力
、
投
げ
る

力
、
握
力
な
ど
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

の
朝
礼
中
に
倒
れ
た
り
、
き
ち
ん
と
席
に
座
っ
て
い

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
子
ど
も
や
、
常
に

疲
労
を
訴
え
る
子
ど
も
な
ど
、
数
値
に
は
表
れ
な
い

も
の
の
子
ど
も
の
体
力
に
関
す
る
問
題
と
し
て
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
身
長
・
体
重
な
ど
体
格
は
向
上
し
て
い
ま

す
が
、
肥
満
傾
向
児
の
割
合
は
増
加
し
て
お
り
、
生

活
習
慣
病
の
増
加
も
心
配
で
す
。 

　
大
き
な
原
因
と
し
て
、
生
活
が
よ
り
便
利
に
な
り
、

日
常
生
活
で
身
体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ
た
こ
と
や
、

塾
や
習
い
事
に
通
う
子
ど
も
が
増
え
た
た
め
、
学
校

外
で
遊
ぶ
時
間
が
減
っ
た
り
、
子
ど
も
が
遊
ぶ
相
手

を
探
す
の
に
苦
労
し
た
り
す
る
と
い
う
時
代
背
景
が

考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
現
状
の
対
策
と
し
て
、
学
校
で
は
積
極
的
に

外
遊
び
を
奨
励
し
、
休
み
時
間
を
活
用
し
た
体
力
づ

く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
家
庭
で
も
「
よ
く
食
べ
、
よ
く
眠
り
、
よ
く
遊

ぶ
」
と
い
う
子
ど
も
に
と
っ
て
当
た
り
前
で
大
切
な

生
活
習
慣
を
改
め
て

認
識
し
、
子
ど
も
が

身
体
を
動
か
す
こ
と

は
楽
し
い
と
い
う
意

識
を
広
げ
た
い
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
秋

に
向
け
運
動
し
や
す

い
時
期
で
す
。
お
子

さ
ん
と
楽
し
く
身
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 

　４月から、元気な高齢者を増やすことを目指
して、介護予防・自立支援をすすめる新しい介
護保険のサービスが始まりました。市では、４
月から６月にかけて基本健康診査を受診され
た６５歳以上の人を対象に、「介護予防検診（生
活機能評価）」を行いました。 
　この検診は、介護予防事業による健康管理
が必要な『特定高齢者』の判定をするための
もので、要介護状態となる危険性の高い人を
発見するため、病気以外に、高齢になると低下
しやすい生活機能全般のチェックを行います。 
　次の日程で基本健康診査（介護予防検診）
を行います。また胃がん検診・前立腺がん検診・
肝炎ウイルス検査も併せて行います。まだ受
診していない人（４０歳以上の人も含む）は、ぜ
ひこの機会に受診してください。 
　各地域の検診日程および各種検診対象者は、
次のとおりです。 

●基本健康診査 
　〔対象〕４０歳以上の人　〔料金〕１,０００円（７０歳以上は無料） 
●介護予防検診 
　〔対象〕基本健康診査を受診される６５歳以上の人　〔料金〕無料 
●肝炎ウイルス検査 
　〔対象〕基本健康診査を受診される満４０歳～７０歳の人で今まで
　 この検査を受診したことのない人 
　〔料金〕Ｂ・Ｃ型７００円、Ｂ型１００円、Ｃ型６００円 
　　　　（いずれも７０歳以上は無料） 
●胃がん検診 
　〔対象〕４０歳以上の人　〔料金〕９００円（７０歳以上は無料） 
●前立腺がん検診 
　〔対象〕５０歳以上の男性　〔料金〕７００円（７０歳以上は無料） 

※対象者の年齢は、すべて平成１８年度末現在です。 

　【問い合わせ先】 
　　¡本庁保健福祉課（山陽保健センター） 
　　¡各支所健康福祉課保健係 

１０月 ３日（火） 

１０月 ４日（水） 

１０月１６日（月） 

 

１０月２０日（金） 

赤坂健康管理センター 

市 立 吉 井 会 館  

ほ ほ え み  

 

山 陽 保 健 センタ ー 

赤坂地域全域 

吉井地域全域 

熊山地域全域 

 

山陽地域全域 

午前８時～９時（胃
がん検診のみ受
診は午前７時４５
分から）   

午前８時～９時３０
分（胃がん検診
のみ受診は午前
７時４５分から）   

■基本健康診査（介護予防検診・肝炎ウイルス検査）・胃がん検診・前立腺がん検診 

受　診　日 対象地域 受付時間 会　　　　場 



［
医
］＝
休
日
当
番
医
　
◆
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日（
※
図
書
館
の
休
館
日
は
図
書
館
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）
 

●
市
内
一
斉
清
掃
の
日
 

●
交
通
安
全
日
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
吉
井
地
域
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　〔
第
１・３
金
曜
日
〕　
15：
30～
 

　（
熊
山
図
書
館
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
吉
井
地
域
） 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
12：
45～
13：
15（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
吉
井
地
域
） 

●
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
４
歳
児
 

　
10：
00～
11：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
新
技
術
講
座
（
果
樹
）
 

　
「
帰
農
者
向
け
ブ
ド
ウ
・
桃
の
基
礎
講
座
」
 

　
13：
30～（

山
陽
産
業
会
館
） 

  

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
育
児
相
談
　
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
吉
井
地
域
） 

●
新
技
術
講
座
（
加
工
）
 

　
「
マ
ス
カ
ッ
ト
の
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
」
 

　
10：
00～
12：
00（
山
陽
産
業
会
館
） 

 

●
絵
本
読
み
聞
か
せ
会
　
14：
00～
 

　（
赤
坂
図
書
館
） 

●
歴
史
講
座
 

　
「
沖
縄
と
倉
敷
を
つ
な
ぐ
女
性
た
ち
」
 

　
14：
00～
16：
00（
山
陽
公
民
館
） 

 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
12：
45～
13：
15（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
吉
井
地
域
） 

●
乳
児
健
診
　
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

●
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
自
然
観
察
　
8：
30～
17：
00 

　（
西
山
公
民
館
） 

●
お
は
な
し
会〔
毎
月
第
２
土
曜
日
〕 

　
1４：
00～（

吉
井
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　
15：
30～（

熊
山
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　〔
９
日
・３０
日
も
開
催
〕 

　
15：
00～（

赤
坂
図
書
館
） 

●
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
く
つ
ろ
ぎ
の
英
国
式
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
 

　
10：
00～
12：
00（
西
山
公
民
館
） 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん〔
毎
週
水
曜
日
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
） 

●
心
配
ご
と
相
談
 

　
13：
00～
15：
00（
吉
井
会
館
） 

●
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
本
庁
2階
第
1会
議
室
） 

●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
 

　〔
２３
日
を
除
く
毎
週
土
曜
日
開
催
〕
 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　
15：
00～（

大
苅
田
読
書
公
園
） 

［
医
］ひ
ら
た
整
形
外
科
 

　
　
1
０８６
-９５６

-０７００
 

［
医
］戸
川
医
院
　
1
０８６
-９５７

-２６１１
 

［
医
］ふ
よ
う
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　
1
０８６
-９５５

-７１１０
 

［
医
］景
山
医
院
 1
０８６９９

-５
-２２９９

 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

　
 

41
1

31
0

　
 

51
2

　
 

61
3

　
 

71
4

181
5

291
6

★
９
月
の
税
・
保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

　
●
固
定
資
産
税
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
期
 

　
●
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
期
 

　
●
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）…
…
…
…
…
…
４
期
 

１０
月
２
日
ま
で
 

●
９
月
３
日
（
日
）
は
市
内
一
斉
清
掃
の
日
で
す
。
 

　
み
ん
な
で
身
近
な
場
所
を
掃
除
し
て
、赤
磐
市
を

き
れ
い
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

　
地
区
活
動
に
つ
い
て
は
区
長
・
町
内
会
長
さ
ん
、

ま
た
は
本
庁
生
活
環
境
課
・
各
支
所
市
民
生
活
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 



●
大
腸
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
赤
坂
地
域
） 

●
思
い
出
を
歌
う
集
い
　
10：
00～
12：
00 

　（
山
陽
公
民
館
） 

●
大
腸
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
赤
坂
地
域
） 

●
合
同
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
吉
井
会
館
） 

●
離
乳
食
講
習
会
　
10：
00～
11：
30 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
大
腸
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
お
よ
び
３
歳
児
健
診
 

　
12：
45～
13：
15（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
４
歳
児
 

　
10：
00～
11：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
年
金
相
談
 

　
10：
00～
12：
00、13：

00～
15：
00 

　（
熊
山
支
所
） 

●
大
腸
が
ん
検
診
　（
山
陽
地
域
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
熊
山
地
域
） 

●
ド
キ
ド
キ
講
座
「
自
然
観
察
会
」
 

　
9：
00～
12：
00（
熊
山
公
民
館
） 

●
夏
休
み
親
子
押
し
花
教
室
 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
19：
00～
22：
00（
竜
天
天
文
台
） 

［
医
］マ
ス
カ
ッ
ト
整
形
外
科
医
院
 

　
　
1
０８６
-２２９

-２６１１
 

［
医
］熊
山
病
院
 1
０８６９９

-５
-１２５１

 

●
交
通
安
全
日
 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

 

●
小
学
校
運
動
会
 

　（
山
陽
地
域
・
桜
が
丘
小
学
校
・
仁
美
小

　
学
校
） 

●
小
学
校
運
動
会
　（
赤
坂
地
域
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
赤
坂
地
域
） 

●
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
４
歳
児
 

　
10：
00～
11：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
・

　
大
腸
が
ん
検
診
　（
赤
坂
地
域
） 

●
３
歳
児
健
診
　
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
・
喀
た
ん
検
査
 

　（
山
陽
地
域
） 

●
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
実
技
研
修
会
 

　
19：
00～
21：
00（
熊
山
格
技
場
） 

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
 

　
10：
00～
12：
00（
西
山
公
民
館
） 

●
イ
キ
イ
キ
講
座
「
陶
芸
教
室
」
 

　
14：
00～
16：
00（
熊
山
公
民
館
） 

［
医
］山
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　
1
０８６
-９５５

-８８６８
 

［
医
］吉
田
医
院
 1
０８６
-９５４

-０２０２
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0
　
 

金
 土
 日
 月
 火
 水
 木
 金
 土
 日
 月
 火
 水
 木
 金
 土
 日
 月
 火
 水
 木
 金
 土
 日
 月
 火
 水
 木
 金
 土
 　
 

○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 
 
　
 ○
 ○
 　
 

○
 ○
 ○
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 
 
 
○
 ○
 　
 

○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 

○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 

○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 

○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 　
 ○
 ○
 ○
 ○
 　
 　
 　
 
 
　
 ○
 ○
 　
 

☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 　
 
 
　
 ☆
 ☆
 　
 

☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 

☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 

☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 　
 ☆
 ☆
 ☆
 ☆
 　
 

　
 　
 ☆
 　
 　
 　
 　
 　
 　
 ☆
 　
 　
 　
 
 
　
 　
 ☆
 ☆
 　
 　
 
 
　
 　
 ☆
 　
 　
 　
 
 
　
 　
 　
 

★
 　
 　
 　
 　
 　
 　
 ★
 　
 ★
 　
 
 
　
 　
 ★
 　
 　
 　
 
 
 
　
 ★
 　
 ★
 　
 
 
　
 
 
★
 　
 　
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

トレーニング 

ルーム 屋内プール 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２１：００

 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２２：００

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
　

　
生
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が

　
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
４００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
２００
円
 

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
３００
円
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
す
。
 

※
プ
ー
ル
利
用
は
１０
月
末
ま
で
で
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
２００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
１００
円
 

  ●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
１００
円
 

1
 0

8
6
-9

5
4
-2

3
2
3

1
 0

8
6
-9

5
5
-4

4
3
2

1
8

2
5

1
7

2
4

1
9

2
6

2
0

2
7

2
1

2
8

2
2

2
9

2
3

3
0

休館日 休館日 

休館日 休館日 

休館日 
休館日 

休館日 休館日 

休館日 

休館日 

ため休館日 

施設整備の 
 

休館日 

休館日 

9
月
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］三
島
内
科
医
院
 

　
　
1
０８６
-９５５

-５３１１
 

［
医
］佐
伯
北
診
療
所
 

　
　
1
０８６
-９５４

-２０３２
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］吉
井
医
院
 1
０８６
-９５５

-５５１５
 

［
医
］森
医
院
 1
０８６
-９５７

-２４００
 

敬
老
の
日
 

秋
分
の
日
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q
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
医
療
費
の
無

　
料
を
継
続
し
ま
す
。 

w
対
象
年
齢
を
小
学
三
年
生
ま
で
に
拡
大

　
し
ま
す
。 

【
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
】 

¡
就
学
前
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、平
成
二

　
十
年
六
月
三
十
日
ま
で
無
料
を
継
続
し

　
ま
す
。
今
ま
で
ど
お
り
医
療
機
関
な
ど

　
の
窓
口
に
「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格

　
者
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、医
療
費
の

　
支
払
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん（
保
険
診
療

　
の
自
己
負
担
額
を
助
成
）。 

【
小
学
一
年
生
〜
三
年
生
】 

¡
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
「
乳
幼
児
等

　
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
を
提
示
す
る

　
こ
と
で
、原
則
一
割
負
担
に
な
り
ま
す（
保

　
険
診
療
の
自
己
負
担
額
か
ら
一
部
負
担

　
金
を
差
し
引
き
助
成
）。
た
だ
し
、世
帯

　
の
所
得
に
応
じ
て
一
カ
月
の
一
部
負
担

　
限
度
額
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
限
度
額
な

　
ど
の
詳
細
は
下
記
¡
〜
¢
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。 

　〔
本
庁
保
健
福
祉
課
母
子
保
健
係
・
各
支

　
所
健
康
福
祉
課
〕 

   

q
制
度
名
が
「
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付

　
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。 

w
原
則
一
割
負
担
に
な
り
ま
す（
保
険
診

　
療
の
自
己
負
担
額
か
ら
一
部
負
担
金
を

　
差
し
引
き
助
成
）。
た
だ
し
、世
帯
の
所

　
得
に
応
じ
て
一
カ
月
の
一
部
負
担
限
度

　
額
が
設
け
ら
れ
ま
す
。  

e
対
象
者
が
身
体
障
害
手
帳
一
級
・
二
級
・

　
三
級
所
持
者
ま
た
は
知
的
障
害
者
と
判

　
定
さ
れ
た
人
に
な
り
ま
す（
知
的
障
害

　
者
Ｂ（
軽
度
）が
新
た
に
該
当
）。
十
月
一

　
日
以
降
に
六
十
五
歳
以
上
で
新
た
に
対

　
象
要
件
に
該
当
し
た
人
は
対
象
に
な
り

　
ま
せ
ん
。 

r
対
象
者
全
員
に
老
齢
福
祉
年
金
の
例
に

　
よ
る
所
得
制
限
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
た

　
だ
し
、現
行
対
象
者
に
つ
い
て
は
、所
得
制

　
限
に
よ
り
対
象
外
と
な
る
場
合
も
平
成

　
二
十
年
度
ま
で
は
対
象
に
な
り
ま
す
。 

　〔
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
・
各
支

　
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係
〕 

   

q
十
月
一
日
診
療
分
よ
り
、一
部
負
担
金

　
が
「
定
額
負
担
」
か
ら「
原
則
一
割
負
担
」

　
に
変
わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、世
帯
の
所
得

　
に
応
じ
て
一
カ
月
の
一
部
負
担
限
度
額

　
が
設
け
ら
れ
ま
す
。 

w
父
母
の
い
な
い
児
童
の
養
育
世
帯
に
つ
い

　
て
は
、養
育
者
の
範
囲
が
「
配
偶
者
の
な

　
い
女
子
お
よ
び
六
十
五
歳
以
上
の
祖
父
」

　
か
ら
「
配
偶
者
の
な
い
者
」
に
拡
大
さ
れ

　
ま
す
。 

　
〔
本
庁
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
・
各

　
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係
〕 

   

¡
一
カ
月
の
一
部
負
担
限
度
額 

              

™
所
得
区
分 

              

£
世
帯
の
範
囲 

　
所
得
区
分
の
世
帯
は
、受
給
資
格
者
と

生
計
を
一
に
す
る
者
を
も
っ
て
「
世
帯
」
と

し
ま
す
。
世
帯
の
範
囲
は
、原
則
と
し
て
、受

給
資
格
者
と
同
じ
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人（
国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
加
入
者

全
員
、被
用
者
保
険
の
場
合
は
受
給
資
格

者
と
被
保
険
者
）に
な
り
ま
す
。 

 

¢
一
部
負
担
限
度
額
の
取
り
扱
い 

¡
保
険
医
療
機
関
や
保
険
薬
局
の
窓
口
で

　
の
一
部
負
担
金
の
支
払
い
は
、そ
れ
ぞ
れ

　
の
窓
口
ご
と
に
上
記
の
一
部
負
担
限
度

　
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

¡
複
数
の
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し
、一
カ

　
月
間
に
支
払
っ
た
一
部
負
担
金
の
合
計

　
額
が
上
記
の
一
部
負
担
限
度
額
を
超
え

　
た
場
合
は
、申
請
に
よ
り
超
え
た
額
が
償

　
還
給
付
さ
れ
ま
す
。 

   【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】 

¡
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
・
子
育
て
支
援
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
５ 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
母
子
保
健
係 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係            

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係
・
保
健
係 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
） 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係
・
保
健
係 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 

 

所得区分 外来だけ 
の場合 

外来と入院が 
ある場合 

一　　般 一　　般 

低所得 

低所得 

� 

Ⅰ Ⅱ 

Ⅰ 

一定以上所得者 

一定以上 
所得者 

４４，４００円 

１２，０００円 

２，０００円 

１，０００円 

８０，１００円＋１％ 

４４，４００円 

１２，０００円 

６，０００円 

※医療費総額が801,000円を超えたときは、 
　　80,100円＋（医療費総額－801,000円）×1％ 

低所得 
� 

Ⅰ 

４，０００円 

２，０００円 

平成２１年４月診療分から 

市町村民税所得割額４３,５００円 
以上の人と同じ世帯にいる人 

世帯全員が市町村民税 
所得割額４３,５００円未満 

世帯全員が市町村民税 
所得割非課税 

低所得Ⅱのうち、全ての世帯員に
ついて合計所得金額がなし 
（所得金額の確認ができない人
は所得金額なしの扱いになりま
せんので申告が必要です。） 

※ 
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【主催】赤磐獣医師会（社団法人岡山県獣医師会東備支部）　【共催】赤磐地域狂犬病予防連絡協議会（赤磐市、瀬戸町） 
【後援】7岡山県動物愛護財団、岡山県動物愛護センター、6日本愛玩動物協会岡山県支部、教育委員会（赤磐市、瀬戸町） 

10：00  11：00  12：00  13：00  14：00  15：00  16：00  

わが家のペット写真展 

ふれあいミニ動物園 

園児の動物の絵展 

ペットなんでも相談 

ビンゴ ビンゴ 盲導犬体験 

犬のしつけ方教室 

ふれあいゲーム 警察犬模範演技 

◯×クイズ 動物風船作り方教室 

ふれあい方教室 

　交通事故防止を目的に交通安全講習会を開催します。 
　この機会に、赤磐警察署交通課の講話などを通して、
交通安全について考えてみませんか。職場・ご近所お
誘い合わせの上、最寄りの会場へご参加ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※桜が丘いきいき交流センターでは子ども交通安全教
　室を別室で行います。 
※体育館および桜が丘いきいき交流センターには、座布
　団やスリッパなどをご持参ください。 

10月 6日（金） 午後7時～ 

10月10日（火）　　〃     

10月11日（水）　　〃     

10月１2日（木）　　〃     

10月13日（金）　　〃     

10月16日（月）　　〃     

10月17日（火）　　〃     

10月18日（水）　　〃    

桜が丘いきいき交流センター 

山 陽 小 学 校 体 育 館  

山 陽 西 小 学 校 体 育 館  

赤 坂 健 康 管 理 センター  

笹 岡 公 民 館  

くまやまふれあいセンター 

吉 井 会 館  

仁 美 農 村 振 興 センター 

日　　　時 会　　　　場 

　9月21日（木）から30日（土）まで
の10日間、県下一斉に秋の交通安
全県民運動が実施されます。 

【最重点目標】 
　高齢者の交通
　事故防止 
【重点目標】 
　¡夕暮れ時と夜間の歩行中・
　　自転車乗用中の交通事故防止 
　　（特に子どもと高齢者を中心として） 
　¡後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの
　　正しい着用の徹底 
　¡交差点における正しい通行の徹底 

　この期間中に家庭や地域・学校・職場で交通安全
について話し合い、みんなで事故や違反のない赤磐
市にしましょう！ 

●本 庁 生 活 環 境 課 1086-955-4783　●赤坂支所市民生活課 1086-957-4823 
●熊山支所市民生活課 108699-5-1214　●吉井支所市民生活課 1086-954-1183

※建物内にペットを連れて入ることはできません。 
※わが家のペット写真展へ写真を出展してみませんか。出
　展を希望される人は下記問い合わせ先までご連絡ください。 
※9月17日（日）、9時30分から岡山県動物愛護センターでも
　イベントが行われます。 ■タイムスケジュール 

ご家族そろって 
お越しください。 

日  

時 

場  

所 

問 い 合 わ せ 先 



           

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
九
月
二
十
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所 

　
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

対
象
者
　
四
カ
月
か
ら
一
歳
五
カ

　
月
児
の
保
護
者
（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
十
五
人 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

　
ロ
ン
、
三
角
巾 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

    

　
同
世
代
の
人
た
ち
と
お
料
理
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時
　
九
月
二
十
五
日
（
月
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
一
時 

場
　
所
　
赤
坂
公
民
館
調
理
室 

定
　
員
　
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

申
込
期
限
　
九
月
十
九
日
（
火
） 

申
し
込
み
先 

　
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

    
　
三
種
混
合
「
第
二
期
」
の
予
防

接
種
は
、
標
準
的
な
接
種
時
期
が

小
学
六
年
生
、
接
種
可
能
年
齢
が

十
一
歳
以
上
十
三
歳
未
満
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ほ
か

の
予
防
接
種
は
小
学
校
入
学
前
に

済
ま
せ
ら
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

な
の
で
、
こ
の
三
種
混
合
の
第
二

期
を
う
っ
か
り
接
種
し
忘
れ
て
し

ま
う
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
し

っ
か
り
と
免
疫
を
つ
け
る
た
め
に

は
必
要
な
予
防
接
種
で
す
の
で
、

お
子
さ
ん
の
体
調
の
良
い
日
を
選

ん
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
「
け
ん
こ

う
カ
レ
ン
ダ
ー
（
保
存
版
）
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

〈
参
考
〉
「
三
種
混
合
」
と
い
う

呼
び
名
で
す
が
、
第
二
期
で
は
ジ

フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
の
「
二
種
混

合
」
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

¡
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

      

　
急
速
に
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、

社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
し
て

い
く
た
め
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
県
と
市
で
は
企
業

な
ど
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、

十
月
か
ら
、
妊
婦
お
よ
び
小
学
校

六
年
生
ま
で
の
児
童
を
持
つ
家
庭

に
対
し
て
カ
ー
ド
を
交
付
し
、
協

賛
企
業
な
ど
で
買
い
物
や
娯
楽
施

設
を
利
用
し
た
と
き
に
、
そ
の
カ

ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
協
賛
企
業
な
ど
が
独
自

に
設
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

例
え
ば
、
割
り
引
き
や
ポ
イ
ン
ト

を
加
算
す
る
な
ど
の
特
典
提
供
が

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま

す
。 

　
対
象
世
帯
に
は
九
月
中
に
市
か

ら
カ
ー
ド
（
児
童
の
人
数
に
関
わ

ら
ず
一
世
帯
あ
た
り
一
枚
）
を
郵

送
す
る
予
定
で
す
。
カ
ー
ド
が
届

か
な
い
場
合
や
、
十
月
以
降
妊
娠

や
出
生
な
ど
で
新
規
に
対
象
に
な

る
場
合
は
、
母
子
手
帳
や
健
康
保

険
証
な
ど
、
小
学
校
六
年
生
ま
で

の
お
子
さ
ん
が
い
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
市
役
所

窓
口
（
本
庁
社
会
福
祉
課
・
各
支

所
健
康
福
祉
課
）
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　 

¡
県
庁
子
育
て
支
援
課 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
３
４
７ 

¡
本
庁
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係 

    

　
赤
磐
市
栄
養
改
善
協
議
会
で
は

健
康
づ
く
り
活
動
を
一
緒
に
推
進

し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

日
　
時
　
九
月
二
十
八
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
二
時 

場
　
所
　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流

　
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

内
　
容
　
講
話
と
調
理
実
習 

定
　
員
　
三
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

申
込
期
限
　
九
月
二
十
二
日
（
金
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

     

　
児
童
手
当
制
度
の
改
正
に
伴
う

申
請
受
付
は
九
月
二
十
九
日
（
金
）

ま
で
で
す
。
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
人
は
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

年
齢
制
限
の
拡
大 

　
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
（
九

歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
↓
小

学
校
修
了
ま
で
（
十
二
歳
到
達
後

最
初
の
年
度
末
） 

所
得
制
限
限
度
額
の
拡
大 

            

※
所
得
税
法
に
規
定
す
る
老
人
控

　
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶

　
養
親
族
が
あ
る
者
に
つ
い
て
の

　
限
度
額
（
所
得
額
ベ
ー
ス
）
は

　
右
記
の
額
に
当
該
老
人
控
除
対

　
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親

　
族
一
人
に
つ
き
六
万
円
を
加
算

　
し
た
額
。 

※
扶
養
親
族
等
の
数
が
四
人
以
上

　
の
場
合
の
限
度
額
（
所
得
額
ベ

　
ー
ス
）
は
、
一
人
に
つ
き
三
十

　
八
万
円
（
扶
養
親
族
等
が
老
人

　
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人

　
扶
養
親
族
で
あ
る
と
き
は
四
十

　
四
万
円
）
を
加
算
し
た
額
。 

●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111
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健
康
福
祉 

離
乳
食
講
習
会 

小
学
六
年
生
で
の
予
防
接
種 

お
か
や
ま
子
育
て
家
庭
応
援

カ
ー
ド
「
も
も
っ
こ
カ
ー
ド
」

を
交
付
し
ま
す 

高
齢
者
料
理
教
室 

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座 

児
童
手
当
の
手
続
き
は 

お
済
み
で
す
か
？ 

扶養親族 
等の数 

自営業者 
（国民年金 
　加入者） 

サラリーマン 
（厚生年金 
　など加入者） 

０人 

1人 

2人 

3人 

460.0 

498.0 

536.0 

574.0

532.0 

570.0 

608.0 

646.0

●所得制限の限度額　　　　（単位：万円） 



請
求
手
続
き 

【
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
】 

¡
四
月
よ
り
小
学
校
五
・
六
年
生

　
の
児
童
は
額
改
定
請
求
書
が
必

　
要
。 

【
児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い
人
】 

¡
年
齢
制
限
・
所
得
制
限
に
該
当

　
す
る
場
合
は
、
認
定
請
求
書
の

　
提
出
が
必
要
。 

¡
公
務
員
は
勤
務
先
で
の
請
求
と

　
な
り
ま
す
。 

請
求
受
付
期
間 

　
九
月
二
十
九
日
（
金
）
ま
で 

※
受
付
期
間
内
に
申
請
し
、
認
定

　
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

　
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ

　
れ
ま
す
。 

※
受
付
期
間
以
降
も
申
請
は
で
き

　
ま
す
が
、
申
請
を
受
け
付
け
た

　
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り

　
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係 

¡
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

    

　
次
の
対
象
者
の
外
出
の
促
進
を

目
的
に
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。
交
付
希
望
者
は
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
者 

　
赤
磐
市
に
一
年
以
上
住
所
を
有

し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
で
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人 q
七
十
五
歳
以
上
の
人 

w
一
級
ま
た
は
二
級
の
身
体
障
害

　
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人 

e
重
度
（
Ａ
）
の
療
育
手
帳
を
お

　
持
ち
の
人 

※
た
だ
し
、
今
回
の
税
法
改
正
に

　
伴
う
非
課
税
経
過
措
置
の
対
象

　
と
な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

　
非
課
税
の
扱
い
と
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。 

サ
ー
ビ
ス
内
容 

　
一
枚
で
初
乗
り
料
金
が
控
除
さ

れ
る
タ
ク
シ
ー
券
を
一
カ
月
に
二

枚
交
付
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

¡
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

    

　
次
の
対
象
者
で
、
希
望
す
る
人

に
夕
食
を
配
達
し
て
い
ま
す
。
　

　
利
用
希
望
者
は
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

対
象
者 

　
赤
磐
市
に
住
所
を
有
し
、
か
つ

居
住
し
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人 

※
た
だ
し
、
今
回
の
税
法
改
正
に

　
伴
う
非
課
税
経
過
措
置
の
対
象

　
と
な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

　
非
課
税
の
扱
い
と
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。 

サ
ー
ビ
ス
内
容 

　
一
人
一
日
一
食
（
夕
食
） 

利
用
料
　
一
食
四
百
円
程
度 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

¡
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

  

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
社
会
福
祉
課 

　
子
育
て
支
援
係
・
社
会
福
祉
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
５ 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
・
福
祉
係 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
・
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
・
福
祉
係 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 
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福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付 

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用 

★９月中旬～１０月下旬………いもほり体験 

★９月下旬～………………………栗ひろい 

★１０月２２日（日曜日）…………ピザつくり 

■問い合わせ・申し込み先 

吉井竜天オートキャンプ場 
〒７０１-２４３７　赤磐市中勢実２６８２ 
1０８６-９５８-２１５５（８：３０～１７：００） 
FAX.０８６-９５８-２１５７ 

▲いもほり…ゆっくり引っ張って ▲大きなオオクワガタに 
　　目を輝かせる子どもたち 

秋のイベントスケジュールのお知らせです。 
紅葉する山々を眺めながらのキャンプは、夏とは違った落ち着いた 
味わいがあります。ぜひ、友人やご家族と一緒にお越しください。 

秋のイベントスケジュール 



   

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

　
ら
れ
ま
す
。 

  【
山
陽
地
域
】 

日
　
時
　
十
月
十
一
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

相
談
員 

　
岡
山
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士 

　
奥
田
　
哲
也
／
賀
川
進
太
郎 

※
相
談
は
予
約
制
と
し
て
い
ま
す

　
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時
間

　
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
（
相

　
談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、
予

　
約
人
数
は
一
日
最
大
十
二
人
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
４ 

※
破
産
・
債
務
整
理
（
サ
ラ
金
な

　
ど
）
の
相
談
は
、
右
日
時
場
所

　
以
外
で
も
、
弁
護
士
か
ら
の
電

　
話
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は
、

　
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 【
熊
山
地
域
】 

日
　
時
　
九
月
十
五
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所
　 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
員 

　
岡
山
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士 

　
森
川
　
雅
弘 

※
相
談
は
予
約
制
と
し
て
い
ま
す

　
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時
間

　
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
（
相

　
談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、
予

　
約
人
数
は
一
日
最
大
八
人
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

    

日
　
時
　
九
月
十
一
日
（
月
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　
本
庁
二
階
第
一
会
議
室 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
権
】
長
光
　
　
惠 

　
　
　
　
　
田
代
　
邦
彦 

　
　
　
　
　
　
形
　
美
枝 

　
　
　
　
　
光
田
　
　
功 

　
　
　
　
　
羽
原
　
　
健 

　
【
行
政
】
丸
尾
　
　
壽 

※
相
談
は
予
約
制
と
し
て
い
ま
す

　
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時
間

　
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
４ 

    

  【
熊
山
地
域
】 

日
　
時 

¡
九
月
十
五
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

¡
十
月
六
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡
九
月
十
五
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
々
木
玲
子 

　
　
　
　
　
　
　
森
定
　
温
知 

　
【
人
　
　
権
】
仲
川
　
　
翠 

¡
十
月
六
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
藤
　
禮
子 

　
【
人
　
　
権
】
和
気
　
宏
昌 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
市
社
会
福
祉
協
議
会
熊
山
支
所 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）２
３
３
６ 

¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

    【
吉
井
地
域
】 

日
　
時
　
九
月
六
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
吉
井
会
館 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
心
配
ご
と
】
岩
藤
　
一
司 

　
　
　
　
　
　
　
周
藤
　
陽
子 

問
い
合
わ
せ
先 

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
吉
井
支
所 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）２
５
３
３ 

    【
吉
井
地
域
】 

日
　
時
　
九
月
二
十
日（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
吉
井
会
館 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
　
権
】
河
本
　
昌
慶 

　
【
身
体
障
害
】
松
下
　
一
行 

　
【
知
的
障
害
】
岡
本
　
孝
哉 

　
【
行
　
　
政
】
杉
本
　
宗
義 

　
【
心
配
ご
と
】
谷
　
　
幹
男 

　
　
　
　
　
　
　
楢
原
　
容
子 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）２
５
３
３ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

    

日
　
時
　
九
月
二
十
一
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所 

　
熊
山
支
所
二
階
第
一
会
議
室 

相
談
員 

　
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
年
金
専
門
官 

 

       

　
現
在
使
用
中
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
以
後
「
被
保
険
者

証
」
と
い
い
ま
す
）
の
有
効
期
限

は
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。 

　
十
月
一
日
か
ら
使
用
す
る
新
し

い
被
保
険
者
証
（
ク
リ
ー
ム
色
）

は
九
月
下
旬
ご
ろ
配
達
記
録
郵
便

で
お
送
り
し
ま
す
。
万
一
、
お
留

守
の
と
き
は
郵
便
局
に
一
時
保
管

さ
れ
た
後
、
役
所
に
戻
っ
て
き
ま

す
の
で
、
九
月
末
ま
で
に
住
ん
で

い
る
地
域
の
本
庁
・
支
所
の
窓
口

で
古
い
被
保
険
者
証
を
持
参
の
う

え
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。 

　
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
国
保

税
を
滞
納
す
る
と
被
保
険
者
証
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
か
ら
一
年

間
滞
納
が
続
く
と
被
保
険
者
証
を

返
還
し
て
い
た
だ
き
資
格
証
明
書

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
国
保
税
は
期
限
内
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
３ 

¡
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課
市
民
係 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
３ 
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国
民
健
康
保
険 

被
保
険
者
証
が 

更
新
に
な
り
ま
す 

よ
ろ
ず
相
談 

国
民
健
康
保
険 

合
同
相
談 

心
配
ご
と
相
談 

人
権
・
行
政
相
談 

無
料
法
律
相
談 

相

談

 

年
金
相
談 



¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
課
市
民
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
課
市
民
係 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
８
３ 

                         

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

¡
防
衛
庁
岡
山
事
務
所 

　
1
０
８
６（
２
２
４
）２
８
２
４ 

自
衛
官
募
集
相
談
員 

¡
杉
本
　
靖
和
　 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
０
３
７ 

¡
森
c
美
枝
子 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）２
７
１
７ 

¡
森
川
　
勧
治 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
６
５ 

¡
安
東
憲
太
郎 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）０
７
２
７ 

     
　
働
き
な
が
ら
で
も
、
自
宅
で
の

学
習
を
中
心
に
し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
修
業
年
限
三
年
以
上
の
高

等
学
校
で
す
。
青
少
年
、
成
人
も

入
学
で
き
ま
す
。 

応
募
資
格 

　
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず

る
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の

前
期
課
程
を
卒
業
ま
た
は
修
業
し

た
人
で
、
現
住
所
ま
た
は
勤
務
地

が
岡
山
県
内
に
あ
る
こ
と
。 

募
集
定
員
　
普
通
科
　
五
百
人 

出
願
期
間 

〔
後
期
〕
九
月
六
日
（
水
）
〜
九

　
月
十
四
日
（
木
） 

※
後
期
新
入
生
の
募
集
と
同
時
に

　
転
入
生
、
編
入
生
（
高
等
学
校

　
中
途
退
学
者
）
の
受
け
付
け
も

　
行
っ
て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
県
立
操
山
高
等
学
校
通
信
制
課
程 

　
1
０
８
６（
２
７
２
）２
０
４
０ 

  

  「
加
工
」 

◇
特
産
品
づ
く
り
体
験 

　
マ
ス
カ
ッ
ト
の
シ
ロ
ッ
プ
漬
け 

日
　
時
　
九
月
八
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師
　
ふ
る
さ
と
の
味
研
究
会 

対
象
者
　
一
般 

定
　
員
　
十
人 

 「
果
樹
」 

◇
帰
農
者
向
け 

　
ブ
ド
ウ
・
桃
の
基
礎
講
座 

日
　
時
　
九
月
十
四
日
（
木
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
東
備
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー 

　
主
　
幹
　
平
松
　
竜
一 

氏 
対
象
者
　
帰
農
者
お
よ
び
予
定
者 

定
　
員
　
四
十
人 

 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）６
１
７
５ 
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　固定資産税は毎年1月1日現在に固定資産を所有している
人に課税されます。 
　税務課では、毎年、適正な課税を行うために家屋の新築・
増築や取り壊しを調査し、課税台帳の整備を行っています。 
　家屋の新築・増築があった場合には、仕上がりの材料や状
態、間取りなどの調査のために後日職員がうかがいます。取り
壊しのあった場合には、現地確認を行います。家屋の新築・
増築や取り壊しのある人は、税務課資産税係に連絡してくだ
さい。すでに連絡している人や職員が評価にうかがった家屋
については、あらためて連絡の必要はありません。 

【ご連絡いただく内容】 
　q家屋所有者の住所、氏名 
　w家屋の所在地、用途（居宅、農舎、車庫、温室など） 
　e新築・増築の場合は、完成予定日または入居開始予定日 
　r取り壊しの場合は、取り壊し予定日 

【連絡先】本庁税務課資産税係　1086-955-0952

●問い合わせ先 
　本庁企画部企画課 
　1０８６-９５５-２６９２ 

募

集
 県

立
岡
山
操
山
高
等
学
校 

通
信
制
課
程
後
期
入
学 

　調査は統計法に基づき、日本全国すべての事業所
が対象となります。 
　統計調査の結果はこれからの行政を考える重要な

基礎資料として活用されます。 
９月下旬から各事業所に「調
査員証」を携行した調査員が
調査票をお届けします。 
　調査内容については統計
以外の目的には決して使用し
ません。どうぞご協力をお願
いします。 

新
技
術
講
座 

防
衛
大
学
校
学
生
、 

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
募
集 

受験項目 

防衛 
大学校 
学生 

推薦 

一般 

９/２３ 
　・２４ 

１１/１１ 
　・１２ 

１１/４ 
　・５ 

９/５～ 
　９/７ 

９/８～ 
　９/２９ 

２１歳未満高卒（見込含） 
防衛医科 
大学校学生 

対象者 受付期間 試験日 

※入校は平成１９年４月上旬の予定です。 

２１歳未満高卒（見込含） 
（推薦については、高等
学校長の推薦等が必要
です。） 

２１歳未満高卒（見込含） 
（自衛官は２３歳未満） 
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「
腰
掛
け
」
を
つ
く
り
ま
す
。

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
十
月
三
日
（
火
）
〜
五

　
日
（
木
）
の
三
日
間 

　
午
前
九
時
〜
正
午 

定
　
員
　
二
十
人
（
応
募
者
多
数

　
の
場
合
抽
選
） 

受
付
期
間
　
九
月
四
日
（
月
）
〜

　
二
十
九
日
（
金
） 

材
料
代
　 

千
円 

持
参
品
　
筆
記
用
具 

場
所
・
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
〒
７
０
９
―
０
８
５
４ 

　
瀬
戸
町
江
尻
一
三
二
六
　 

　
岡
山
県
立
岡
山
高
等
技
術
専
門
校 

　
1
０
８
６（
９
５
２
）１
６
５
１ 

　http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/ 

　sangyo/okagi/top.htm
l 

     

　
障
害
者
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、

通
所
者
に
熱
意
を
持
っ
て
指
導
・

支
援
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。 

　
希
望
者
は
履
歴
書
を
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

給
　
与
　
時
給
八
百
五
十
円
（
日

　
額
五
千
百
円
） 

勤
務
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日 

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

休
　
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

　
盆
、
年
末
年
始
（
詳
細
は
面
談

　
の
う
え
決
定
） 

申
込
期
限 

　
九
月
十
五
日
（
金
）
必
着 

面
接
日
時
　
九
月
二
十
二
日
（
金
）

　
午
前
十
時
〜 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　 

　
〒
７
０
９
―
０
８
２
１ 

　
赤
磐
市
河
本
七
七
八
ノ
一 

　
赤
磐
市
山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内 

　
心
身
障
害
者
地
域
福
祉
作
業
所

　
も
も
っ
こ
作
業
所 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
８
５
８ 

     

　
市
で
は
、
和
気
町
と
合
同
で
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い

ま
す
。
出
会
い
を
求
め
て
い
る
独

身
男
女
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

日
　
時
　
十
月
二
十
九
日
（
日
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
ご
ろ
ま

　
で
（
受
付
　
午
前
九
時
三
十
分

　
〜
） 

開
催
場
所
　
和
気
鵜
飼
谷
温
泉 

対
　
象
　
独
身
男
女
各
二
十
人 

（
男
性
は
赤
磐
市
・
和
気
町
に
在

　
住
・
勤
務
者
に
限
る
） 

参
加
費
　
三
千
円
程
度 

申
込
期
限
　
九
月
二
十
九
日
（
金
） 

〈
先
着
順
〉 

申
込
方
法
　
「
住
所
・
氏
名
・
生

　
年
月
日
・
連
絡
先
」
を
明
記
の

　
上
、
官
製
は
が
き
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

　
メ
ー
ル
で
も
可
）
で
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
先 

　
〒
７
０
１
―
２
５
９
５ 

　
赤
磐
市
周
匝
一
三
六 

　
赤
磐
市
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
6
０
８
６（
９
５
４
）１
８
８
４ 

　E-m
ail

　y-sangyo@
city.akaiw

a.lg.jp 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）６
１
７
５ 

¡
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
４ 

¡
熊
山
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

¡
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
１
９ 

        

　
ヨ
ガ
で
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を

解
消
し
ま
せ
ん
か
。
ヨ
ガ
は
さ
ま

ざ
ま
な
健
康
効
果
が
期
待
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

日
　
時 

　
十
月
の
毎
週
木
曜
日
（
全
四
回
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所 

　
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者 

参
加
費
　
五
百
円 

定
員
・
受
付
期
間 

　
二
十
人
（
先
着
順
） 

　
九
月
十
一
日（
月
）〜
〔
電
話
可
〕 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
熊
山
分
室
（
熊
山
公
民
館
内
） 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

    

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
十
月
二
十
一
日
（
土
） 

　
午
前
八
時
三
十
分
〜
受
付 

場
　
所 

¡
桜
が
丘
小
学
校
体
育
館
　 

ヨ
ガ
教
室（
初
心
者
対
象
） 

ス
ポ
ー
ツ 

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー 

参
加
者
募
集 

　高陽幼稚園、西山幼稚園、高月幼稚園の３園は、昭和３１年４月
に開園しました。 
　今年で創立５０周年を迎えます。そこで、地域の皆さんと一緒
にお祝いをするため記念運動会を開催します。皆さん、お誘いあ
わせの上、ぜひご参加ください。 

日  時 
10月1日(日) 
午前9時開会 
　　　（雨天順延） 

場  所 
高陽幼稚園…園　庭 
西山幼稚園…園　庭　　 
高月幼稚園…森山グランド 

公
開
技
能
講
座 

「
木
工
入
門
」 

も
も
っ
こ
作
業
所 

指
導
員
募
集 

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
教
室 
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¡
城
南
小
学
校
体
育
館 

（
二
会
場
同
時
に
開
催
し
ま
す
の

　
で
、
ど
ち
ら
か
の
会
場
へ
参
加

　
し
て
く
だ
さ
い
） 

講
　
師
　
市
体
育
指
導
委
員 

対
　
象
　
市
内
小
学
生 

参
加
費
　
無
料 

持
参
品
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運

　
動
の
で
き
る
服
装 

問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
３
８ 

         

　
郵
便
物
の
配
達
・
取
集
お
よ
び

貯
金
・
保
険
の
集
金
事
務
の
受
持

局
が
、
九
月
十
一
日
（
月
）
か
ら

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
山
陽
・
吉
井
地
域
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。 

 

　
赤
坂
地
域
全
域（
赤
坂
郵
便
局
） 

　
熊
山
地
域
全
域（
熊
山
郵
便
局
） 

　
　
　
　
　
← 

　
備
前
瀬
戸
郵
便
局 

 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
備
前
瀬
戸
郵
便
局 

　
1
０
８
６（
９
５
２
）４
１
１
１ 

¡
赤
坂
郵
便
局 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）３
０
０
０ 

¡
熊
山
郵
便
局 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）０
２
０
０ 

      
　
十
月
二
日
（
月
）
か
ら
、
赤
磐

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
は
、
赤

磐
市
の
窓
口
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申

し
込
み
、
受
け
取
り
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
申
込
受
付
は
、
本
庁
市
民
課
お

よ
び
各
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口

で
行
い
、
交
付
は
本
庁
市
民
課
の

み
で
行
い
ま
す
。 

　
受
付
時
間
は
、
申
し
込
み
の
場

合
は
、
閉
庁
日
を
除
く
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
四
時
以

降
五
時
三
十
分
ま
で
の
申
し
込
み

は
翌
日
の
受
付
分
と
し
ま
す
）
、

受
け
取
り
は
同
じ
く
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。 

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
し
込
み
か
ら

受
け
取
り
ま
で
に
は
土
曜
、
日
曜
、

祝
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
い
て
八

日
間
（
支
所
で
申
し
込
み
さ
れ
た

場
合
は
十
日
間
）
か
か
り
ま
す
。 

　
海
外
で
親
族
が
災
害
に
遭
わ
れ

た
な
ど
の
理
由
で
緊
急
に
パ
ス
ポ

ー
ト
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
パ

ス
ポ
ー
ト
の
電
子
申
請
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
県
で
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
の
で
、
県
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
1
０
８
６
（
２
５

６
）
１
０
０
０
）
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
市
民
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
２ 

     

　
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
岡
山

事
務
所
で
は
転
職
を
お
考
え
の
人

の
職
業
相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

　
な
お
、
費
用
は
無
料
で
、
個
人

の
秘
密
は
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。 

受
付
時
間 

　
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
（
月･
水･

金
曜
日

は
午
後
七
時
ま
で
） 

場
　
所 

　
岡
山
市
磨
屋
町
一
〇
ノ
二
〇 

　
磨
屋
ビ
ル
四
階 

問
い
合
わ
せ
先 

　
1
０
８
６（
２
３
３
）３
０
８
１ 

  

      

　
岡
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
加
入
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
二
十
四
拠
点
）
が
一

体
と
な
り
、
事
業
の
拡
大
を
図
る

た
め
、
「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
岡
山

２
０
０
６ 

in 

総
社
」
を
開
催
し

ま
す
。 

日
　
時
　
十
月
八
日
（
日
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時 

場
　
所 

　
総
社
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

　
体
育
館
「
き
び
じ
ア
リ
ー
ナ
」 

　
総
社
市
三
輪
一
三
〇
〇 

内
　
容 

　
q
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
紹
介
w
技
能
講
習
・
介
護
講

習
の
実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
e
会

員
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
r
会
員
有

志
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
t
会

員
手
作
り
作
品
・
地
域
特
産
物
の

販
売
コ
ー
ナ
ー
y
ち
び
っ
こ
コ
ー

ナ
ー
u
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー 

問
い
合
わ
せ
先 

　
6
岡
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材 

　
セ
ン
タ
ー
連
合
会 

　
1
０
８
６（
２
３
５
）０
１
２
８ 

   

   

　
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

を
推
進
し
、
生
徒
の
健
や
か
な
成

長
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

日
　
時 

　
九
月
四
日
（
月
）
〜
八
日
（
金
） 

　
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

内
　
容 

　
高
陽
中
学
校
の
学
校
自
由
参
観 

（
授
業
・
給
食
・
部
活
動
な
ど
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
０
０
４ 

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
お
か
や
ま

２
０
０
６ 

in 

総
社 

第
二
回
高
陽
中
学
校 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
ご
案
内 

転
職
の
ご
相
談
を 

受
け
付
け
て
い
ま
す 

郵
便
局
の
受
け
持
ち 

業
務
が
変
わ
り
ま
す 

イ
ベ
ン
ト 

18年7月中 

17年7月中 

増 減  

18年7月末 

17年7月末 

増 減  

113 

104 

＋9 

625 

738 

－113

31 

38 

－7 

198 

229 

－31

0 

0 

0 

4 

2 

＋2

4 

2 

＋2 

26 

19 

＋7

38 

57 

－19 

232 

301 

－69

82 

66 

＋16 

427 

509 

－82

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成18年赤磐市交通事故発生状況（7月） 

パ
ス
ポ
ー
ト
の 

申
し
込
み
、受
け
取
り
の 

窓
口
が
変
わ
り
ま
す
！ 

お
知
ら
せ 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６－９５５－２６９２ 
 

上
棟
式
大
皿
の
上
鯛
跳
る
 

時
あ
ら
ば
車
で
温
泉
巡
る
夢
 

温
泉
に
浸
り
姉
妹
で
語
る
幸
 

吹
く
風
が
春
の
匂
い
で
背
中
押
す
 

初
恋
の
地
を
訪
ね
て
の
枯
薄
 

足
元
の
福
に
気
づ
か
ず
文
句
言
う
 

立
前
と
本
音
が
話
す
一
人
言
 

年
金
を
揺
さ
ぶ
る
合
格
祝
い
金
 

眠
れ
な
い
夜
が
あ
っ
て
も
朝
が
来
る
 

採
血
の
針
が
命
を
吸
っ
て
往
く
 

一
握
り
土
筆
卵
に
と
じ
て
春
 

余
生
に
も
も
う
一
花
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

面
影
に
父
を
見
つ
け
て
会
釈
す
る
 

食
べ
る
だ
け
作
っ
て
気
楽
な
農
で
よ
し
 

森
本
　
夏
子
 

光
山
　
悦
子
 

小
野
　
房
子
 

大
岩
　
歌
子
 

藤
森
と
し
お
 

内
藤
み
よ
の
 

小
山
ふ
じ
え
 

立
石
ま
ち
子
 

松
田
　
牧
子
 

長
谷
川
至
外
余
 

佐
藤
　
　
子
 

中
山
　
亮
一
 

沖
　
百
合
子
 

中
永
　
智
遊
 

か
れ
す
す
き 

つ
く
し 

　
赤
磐
商
工
会
で
は
、
経
営
革
新
塾
、

創
業
塾
を
開
催
し
ま
す
。
 

【
日
　
時
】
 

¡
経
営
革
新
塾
 

　
十
月
六
日
〜
十
一
月
十
日
の
毎
週
金

　
曜
日
（
た
だ
し
、
十
一
月
三
日
は
休
講
） 

　
午
後
六
時
三
十
分
〜
九
時
 

¡
創
業
塾
 

　
十
月
七
日
〜
十
一
月
十
一
日
の
毎
週

　
土
曜
日
（
た
だ
し
、
十
一
月
四
日
は

　
休
講
）
 

　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
 

【
場
　
所
】
 

　
い
ず
れ
も
山
陽
産
業
会
館
二
階
 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】
 

　
赤
磐
商
工
会
 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
４
０
０
 

　
魅
力
あ
る
こ
と
ば
「
手
話
」
を
習
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

　
気
楽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

【
日
　
時
】
 

　
十
月
二
日（
月
）、十
六
日（
月
）、 

　
二
十
三
日（
月
） 

　
午
後
七
時
〜
九
時
 

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館
 

【
参
加
料
】
無
料
 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】
 

　
手
話
サ
ー
ク
ル
山
陽
も
も
の
会
 

　
事
務
局
　
加
納
 

　
6
０
８
６（
９
５
６
）１
０
６
８
 

　
昭
和
か
ら
平
成
へ
名
曲
の
ナ
ツ
メ
ロ

で
つ
づ
る
素
人
の
歌
ま
つ
り
で
す
。
大

正
琴
演
奏
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
銭
太

鼓
も
あ
り
ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

【
日
　
時
】
 

　
十
月
一
日
（
日
）
午
後
一
時
〜
 

【
場
　
所
】
西
山
公
民
館
 

【
主
　
催
】
ナ
ツ
メ
ロ
山
陽
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
桃
の
里
演
歌
ま
つ
り
実
行
委
員
会
 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
１
４
３
 

　
七
月
二
十
四
日
（
月
）
、
周
匝

八
幡
宮
で
灯
篭
祭
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
周
匝
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
の
子

ど
も
た
ち
は
、
境
内
を
清
掃
後
、

思
い
や
願
い
を
書
い
た
灯
篭
を
参

道
脇
に
並
べ
ま
し
た
。
 

　
日
が
暮
れ
る
と
灯
篭
か
ら
の
暖

か
な
光
で
参
道
が
照
ら
さ
れ
、
穏

や
か
な
風
景
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
・
金

魚
す
く
い
な
ど
の
テ
ン
ト
が
並
び
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

周
匝
八
幡
宮
灯
篭
祭
り
 

【
日
　
時
】
 

　
十
月
一
日
（
日
）
 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
 

　
　
午
後
三
時
ご
ろ
ま
で
 

【
場
　
所
】
 

　
周
匝
・
吉
井
川
堤
防
（
少
雨
決
行
）
 

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】
 

　
芋
煮
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
・
コ
ス
モ
ス
う
ど
ん
・
木
工
品
の

販
売
な
ど
の
テ
ン
ト
が
並
び
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
案
山
子

が
展
示
さ
れ
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
秋
の
一
日
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
 

〈
周
匝
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
実
行
委
員
会
〉 



チーズプリン  

熊　山　支　部 

栄養
委員
の 
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　小さなお子様からご年配の人まで、すべ
ての人に取ってほしいカルシウム。手軽に
作れるおやつ（プリン）で取ってみてはい
かがでしょう。 

◆材料（６人分） 
　¡スライスチーズ ３枚 
　¡粉ゼラチン ２袋（１０g）  
　¡熱湯 １００ｃｃ　¡牛乳 ２５０ｃｃ 
　¡生クリーム １００ｃｃ 　¡卵 １個 
　¡砂糖 ５０g 　¡レモン汁 小さじ２ 
◆作り方 
　q熱湯にゼラチンをふり入れる。 
　w鍋で牛乳をあたため、チーズをちぎり   
　　ながら加えて溶かす。チーズが溶けた
　　ら、火を止めて、ゼラチン液と合わせる。 
　eボールに卵を入れ、分量の砂糖をすり
　　混ぜておく。その中に少しずつwの液
　　を加える。（熱で卵が固まらないよう
　　に注意） 
　reを氷水にあて、あら熱がとれたら生
　　クリーム・レモン汁を加える。 
　trをさらに冷やし、とろっとしてきたら
　　器に入れ、冷蔵庫で冷やし固める。 

　とりあえずチャレンジ！！牛乳の量を増減
してお好みの固さにしたり、カラメルソー
スをそえてみるなど、いろんなアレンジを
ご家庭でぜひ試してみてくださいね。 

赤坂 

山陽 

吉井 

熊山 

吉井 

吉井 

熊山 

吉井 

山陽 

赤坂 

吉井 

熊山 

熊山 

吉井 

北佐古田  

赤磐市役所 

河 原 屋  

勢 力  

滝 山  

合 田  

酌田公会堂 

河 原 屋  

赤磐市役所 

北佐古田  

滝 山  

勢 力  

酌田公会堂

合 田 

9：18発 

10：50発 

8：15発 

10：59発 

10：00発 

8：20発 

10：58発 

8：15発 

9：30発 

10：35発 

10：00発 

8：15発 

9：38発 

10：56発 

9/3、10/15、11/26、
1/7、2/18 
（月曜日のコース） 

9/24、11/5、12/17、
1/28、3/11 
（木曜日のコース） 

9/10、10/22、12/3、
1/14、2/25 
（火曜日のコース） 

9/17、10/29、12/10、
1/21、3/4 
（水曜日のコース） 

10/1、11/12、12/24、
2/4、3/18 
（金曜日のコース） 

10/8、11/19、12/31、
2/11、3/25 
（土曜日のコース） 

日曜日の各運行日 地域 コ　ー　ス 

　和気鵜飼谷温泉では9月3日（日）から、次の日程で日曜
運行を始めます。皆さんのご利用をお待ちしています。 

【問い合わせ先】和気鵜飼谷温泉 1０８６９-９２-９００１ 

「小さく生まれてきたけど、今ではこんなに大きくなりまし
た。これからも、名前のとおり大きく育ってね。」（母・あかね） 

●惣分／金延祥二・あかねさんの３・４・５子 

金延 大翔くん、凌大くん、大知くん 
はると りょうた だいち 



７・８月のできごと 
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赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
団
体 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
総
会
と
講
演
会 

津
島
一
子
さ
ん
（
上
市
） 

　
八
月
十
一
日（
金
）、十
六
日
に
百
歳
を
迎

え
ら
れ
る
津
島
一
子
さ
ん（
長
島
病
院
に
入

院
中
）を
訪
ね
ま
し
た
。 

　
津
島
さ
ん
に
は
、県
と
市
か
ら
羽
布
団
な

ど
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
、市
長
が
花
束
を
渡

す
と
、う
れ
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
家
族
に
よ
る
と
、津
島
さ
ん
は
若
い
こ
ろ

よ
く
働
き
、仕
事
以
外
で
も
活
動
的
で
、歌

も
よ
く
歌
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。こ
の
日
も
つ

や
や
か
な
声
で
歌
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

熊
山
病
院
で
コ
ン
サ
ー
ト 

　
七
月
二
十
六
日（
水
）、市
立
熊
山
病
院
で

大
阪
音
楽
大
学
Ｏ
Ｂ
の
幸
楽
会
岡
山
県
支

部（
松
本
義
弘
支
部
長
）に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
・

さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、熊
山
病
院
の
平
井

副
病
院
長
の
奥
さ
ん（
大
阪
音
楽
大
学
出
身
）

の「
熊
山
病
院
で
何
か
で
き
な
い
か
」
と
の
言

葉
が
き
っ
か
け
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
も
う
と
集
ま
っ
た
約

五
十
人
の
お
客
さ
ん
は
、夏
の
暑
さ
を
忘
れ
、

ク
ワ
イ
ヤ
チ
ャ
イ
ム
、チ
ェ
ン
バ
ロ
、フ
ル
ー
ト
な

ど
の
奏
者
十
二
人
が
奏
で
る
美
し
く
甘
美

な
旋
律
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
七
月
三
十
日（
日
）、中
央
公
民
館
で
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画

団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
総
会
と
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

設
立
総
会
で
は
、来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
規
約
や
役
員
の
承
認

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
三
団
体
の
加
入
で
ス
タ
ー
ト
し
た
赤

磐
市
男
女
共
同
参
画
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表
に
は
イ
ー
ス
ト

お
か
や
ま
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
坂
本
朝
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。 

　
そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、県
備
前
県
民
局
協
働
推
進
室
の
永
瀬

秀
美
室
長
が
「
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
一
言
で
表
せ
ば
、人
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
尊
重
す
る
社
会
で
す
」
と
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、町
苅
田
在
住
で
弁
護
士
の
山
本
賢
昌
さ
ん
が

「
女
と
男
と
法
律
と
」
と
題
し
講
演
。 

　
弁
護
士
の
ほ
か
「
出
石

を
ど
ね
ぇ
ん
か
す
る
会
」

の
代
表
、県
男
女
共
同
参

画
審
議
会
委
員
な
ど
広

い
分
野
で
ご
活
躍
の
山
本

賢
昌
さ
ん
は
、専
門
で
あ

る
法
律
の
解
説
と
日
ご
ろ

の
活
動
や
生
活
な
ど
身

近
な
話
題
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、男
女
共
同
参
画

へ
の
思
い
を
話
さ
れ
ま
し

た
。 

　
参
加
し
た
百
二
十
人

に
感
動
を
与
え
、男
女
共

同
参
画
社
会
の
早
期
実

現
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

s
講
演
会
で
話
を
す
る
山
本
弁
護
士 

s
涼
し
げ
な
音
色
が
ロ
ビ
ー
に
響
き
ま
し
た 

★
浅
井
常
雄
さ
ん
の
桃
畑（
西
中
）で
、

　
四
月
、桃（
紅
清
水
）の
手
入
れ
を
し

　
て
い
た
小
坂
晶
子
さ
ん
が
大
き
な

　
幹
に
か
わ
い
い
ピ
ン
ク
の
花
が
咲
い

　
て
い
る
の
を
発
見
。す
ぐ
落
ち
る
だ

　
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
花
が
小
さ
な
実

　
に
、そ
し
て
立
派
な
桃
に
成
長
。 

▲ひ孫に花束をもらいうれしそうな津島さん 
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今
年
の
夏
は
特
に
暑
い
日
が
続
き
、

県
内
で
は
観
測
史
上
記
録
的
な
気
温

を
記
録
し
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
は
体
調

を
く
ず
さ
ず
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
か
。 

　
今
回
は
、市
の
花
火
大
会
の
模
様

を
写
真
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
色
鮮

や
か
な
花
火
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は

観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ

り
会
場
の
熱
気
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。 

　
ま
た
、台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
災
害

時
の
避
難
場
所
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、そ
れ
を
利
用
し
な
い

で
す
む
こ
と
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 

編
　
集
　
後
　
記 

編
　
集
　
後
　
記 

27 広報あかいわ（平成18年9月号） 

赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,510人（＋１１）　 

21,747人（＋１１）　 

23,763人（±０）　 

16,080世帯（＋５） 

（8月1日現在） 

（　）は7月１日との差 

▲防犯用品を受け取る山陽団地防犯組合のメンバー 

大
苅
田
の
水
田
で
ど
ろ
ん
こ
運
動
会 

第
二
回 

夏
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　
八
月
二
日（
水
）、赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
と
赤
坂
公
民

館
を
会
場
に
、赤
磐
市
女
性
の
会
主
催
で
、夏
の
子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、約
八
十
人
の
家
族
連
れ
が
参
加
し
、日
本
赤
十

字
社
の
指
導
で
災
害
に
つ
い
て
の
勉
強
や
炊
き
出
し
を
体
験
。

大
き
な
鍋
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
利
用
し
て
ご
飯
を
炊
き
、女
性

の
会
手
作
り
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
遊
び
の
広
場
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
地
震
を
想
定
し
た
ゲ
ー

ム
や
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
、ま
た
、幼
児
を
対
象
に
手
遊
び
や
工

作
も
行
わ
れ
、楽
し
み
な
が
ら
災
害
へ
の
心
構
え
を
学
ん
だ
一

日
で
し
た
。 

　
七
月
十
六
日（
日
）、大
苅
田
の
水
田
を
会
場
に
「
第

三
回
ど
ろ
ん
こ
運
動
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
石
相
小
学
校
区
の
住
民
を
中
心
に
赤
坂
地
域
の

親
子
約
百
人
が
、泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
さ
ま
ざ

ま
な
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
水
田
に
架
設
し
た
長
さ
約
四
十
㍍
の
一
本
橋
を

自
転
車
で
渡
る
「
自
転
車
一
本
橋
渡
り
」
や
柔
ら
か

い
球
を
使
っ
た
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
、泥
の
中
の

「
宝
探
し
」
な
ど
、ど
の
競
技
に
も
大
き
な
歓
声
と

笑
い
が
起
き
て
い
ま
し
た
。 

山
陽
団
地
防
犯
組
合
に
県
警
か
ら
防
犯
用
品
配
布 

　
七
月
十
三
日（
木
）、弥
生
館（
山
陽
二
丁
目
）で
、

地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
、岡
山
県
警
察
か
ら
山

陽
団
地
防
犯
組
合
に
、パ
ト
ロ
ー
ル
で
使
う
防
犯
用

品
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、自
主
防
犯
活
動

を
続
け
て
い
る
団
体
を
支
援
す
る
「
地
域
安
全
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
で
、今
年
度
の
指
定
地
区
に
選

ば
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
こ
の
日
は
、関
係
者
十
五
人
が
集
ま
り
、江
国
豊

和
赤
磐
警
察
署
長
が
「
自
主
防
犯
活
動
の
輪
を
さ

ら
に
広
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
懐
中
電
灯

十
五
個
、腕
章
五
十
個
、メ
ガ
ホ
ン
一
個
な
ど
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
佐
々
木
政
人
組
合
長
は
、「
安
心
し
て
住
め
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

s
泥
だ
ら
け
で
大
奮
闘
す
る
参
加
者 

s
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を 

　
楽
し
む
子
ど
も
た
ち 
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■
備
前
焼
獅
子（
春
日
神
社
） 

の 

              

　
春
日
神
社
の
備
前
焼
獅
子
は
、

小
瀬
木
に
所
在
し
ま
す
。
鳥
居

を
く
ぐ
り
、
石
段
を
上
る
こ
と

数
十
段
。
階
段
の
中
腹
に
建
て

ら
れ
た
門
の
前
に
、
社
殿
に
向

か
っ
て
右
に
阿
形
、
左
に
吽
形

が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。 

　
手
足
や
わ
き
腹
の
隆
々
と
し

た
筋
肉
、
力
強
く
ふ
ん
ば
る
足

の
指
と
爪
、
そ
し
て
鋭
く
に
ら

み
つ
け
る
眼
。
そ
の
い
っ
ぽ
う
で
、

姿
勢
よ
く
す
っ
く
と
伸
び
た
手

と
ピ
ン
と
伸
び
た
背
筋
。
力
強

さ
と
同
時
に
礼
儀
正
し
さ
を
感

じ
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
阿
形
と

吽
形
で
は
た
て
髪
や
襟
毛
の
意

匠
が
異
な
っ
て
お
り
、
巻
毛
の

阿
形
に
、
よ
り
勇
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。 

　
細
部
を
よ
り
リ
ア
ル
に
表
現

で
き
る
と
い
う
「
土
も
の
」
が

も
つ
特
徴
を
う
ま
く
利
用
し
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
造
の
獅

子
と
は
ひ
と
味
ち
が
っ
た
獅
子

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
写
実
的
で
精
巧
な
獅
子

の
背
中
に
は
「
備
前
伊
部
金
重

製
　
」
と
線
刻
さ
れ
て
お
り
、

備
前
焼
中
興
の
祖
と
呼
ば
れ
る

金
重
陶
陽
の
作
と
み
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
昭
和
一
七
年
の
作
で
、

地
元
、
小
瀬
木
の
延
原
土
佐
氏

に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が

台
座
の
年
銘
か
ら
わ
か
り
ま
す
。 

　
製
作
年
代
は
新
し
い
で
す
が
、

備
前
焼
細
工
物
の
優
品
で
あ
る

こ
と
か
ら
市
指
定
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
備
前
焼
獅
子
は
、
さ
す
が
に

備
前
焼
の
お
膝
元
だ
け
あ
っ
て
、

岡
山
県
の
な
か
で
も
東
備
地
区

に
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
赤
磐

市
内
の
う
ち
、
特
に
赤
坂
、
熊
山
、

山
陽
地
域
の
神
社
で
は
石
造
の

獅
子
よ
り
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
顔
の
表
情
や
体
躯

の
表
現
は
と
て
も
豊
か
で
、
見

比
べ
て
み
る
と
な
か
な
か
お
も

し
ろ
い
で
す
。
市
内
の
神
社
を

め
ぐ
り
、
備
前
焼
獅
子
を
見
比

べ
て
み
る
の
も
楽
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 

　 
▲吽形 ▲阿形 

▲備前焼獅子 

う
ん 

熊山支所 熊山病院 

↓ 

至
 ＪＲ熊

山
駅
→
 

至 
和気
町→
 

小
野
田
川 

備前焼獅子 

至 

瀬
戸
町 

t銘文 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 
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